


「ふるさとの誇りと希望を育むまちづくり」
「一人ひとりが生き生きと輝く元気なまちづくり」
「産業が連携し、チャレンジするまちづくり」

私
が
町
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、

町
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
、
間
も
な
く
三
年
が
経

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
、「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
と
希

望
を
育
む
」、「
一
人
ひ
と
り
が
生
き

生
き
と
輝
く
元
気
な
」、「
産
業
が
連

携
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
を
つ
け
る
」

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

官
か
ら
民
へ
、
国
か
ら

地
方
へ
を
基
本
方
針

と
し
た
国
の
構
造
改
革
が

進
展
す
る
中
、
地
方
自
治

は
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権

的
な
シ
ス
テ
ム
か
ら
自

主
・
自
立
の
地
域
社
会
か

ら
な
る
地
域
主
権
型
シ
ス

テ
ム
へ
の
転
換
期
を
迎

え
、
市
町
村
の
役
割
と
責

任
は
以
前
に
も
増
し
て
重

大
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
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加
え
て
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う

地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
大
幅
な
財

源
不
足
、
合
併
新
法
下
で
の
市
町
村

合
併
及
び
道
内
分
権
に
よ
る
事
務
・

権
限
の
移
譲
へ
の
対
応
な
ど
、
重
要

な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
行
政
ニ

ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
ス
リ
ム
で
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
国
や
道
に
準
じ
た
役
所
の

判
断
基
準
で
は
な
く
、
町
民
の
判
断

基
準
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
十
月
、
町
民
が
主
役
と
な
っ
た

自
治
の
実
現
を
目
指
し
、
情
報
の

共
有
化
と
町
民
参
加
の
推
進
を
柱
と

し
た
「
苫
前
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

町
民
・
議
会
・
町
が
協
働
し
、
町

民
の
意
思
を
反
映
し
た
町
民
が
、
納

得
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
な
お
一
層

推
進
し
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
新
し
い
自
治
の
か
た
ち
の
確
立

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
、
本
町
は
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し

た
中
で
も
、
生
活
基
盤
の
整
備
、
医

療
・
福
祉
や
教
育
の
充
実
、
産
業
の

振
興
な
ど
第
４
次
苫
前
町
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
い
た
施
策
を
推
進
し
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
町
民
の
皆

様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
「
人
が
輝
き
躍
動
す
る

ま
ち
苫
前
町
」
の
創
造
に
向
け
た
取

組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
私
の
使

命
で
あ
る
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お

り
ま
す
。

国
で
は
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造

改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇

五
」
に
お
い
て
、
財
政
収
支
の
改
善

に
向
け
、
義
務
的
経
費
を
含
め
た
聖

域
な
き
見
直
し
を
進
め
る
中
、
地
方

歳
出
で
も
改
革
路
線
の
堅
持
・
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
る
、
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
及
び
地
方
交
付
税
の
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
で
は
、
地
方
交
付

税
が
、
国
勢
調
査
実
施
に
よ
る
人
口

減
や
地
方
財
政
計
画
で
の
伸
び
率
マ

イ
ナ
ス
五
・
九
　
な
ど
に
よ
る
大
幅

な
減
額
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
臨
時

財
政
対
策
債
も
九
・
八
　
の
減
額
と

な
り
、
引
き
続
き
地
方
財
政
に
と
っ

て
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
十
六

年
度
決
算
に
お
い
て
、
町
債
の
償

還
額
が
歳
出
の
三
〇
　
を
占
め
、
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い

た
算
定
で
、
一
〇
三
・
四
　
に
ま
で

上
昇
し
、
も
は
や
財
政
の
硬
直
化
は
、

末
期
的
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
予
算
編
成
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
苫
前
町
自
立
運
営
検
討
プ
ラ
ン
」

の
中
で
、
実
施
可
能
な
項
目
に
つ
い

て
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ま
た
、
経

常
経
費
で
も
「
枠
配
分
方
式
」
に
よ

り
、
経
費
の
削
減
・
合
理
化
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
義
務
的
経
費
の

増
加
す
る
中
、
経
費
の
削
減
も
非

常
に
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
来
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度

は
職
員
の
基
本
給
の
削
減
も
行
い
、

歳
出
の
圧
縮
に
努
め
ま
し
た
が
、
な

お
収
支
不
足
の
た
め
、
各
種
基
金
か

ら
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
総
額
は
、

三
億
二
千
七
百
万
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
に
比
べ
、
二
千
八
百
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
極
め
て
超
危
機
的
な

財
政
状
況
の
下
、
今
後
は
、
国
・

道
の
動
向
を
い
ち
早
く
把
握
し
、
経

済
状
況
を
的
確
に
見
極
め
た
上
で
、

現
段
階
で
実
施
可
能
な
財
政
健
全
化

策
を
強
力
に
推
進
し
、
各
種
事
業
の

厳
選
に
よ
り
、
早
急
に
町
債
償
還
額

の
圧
縮
を
図
り
、
迫
る
財
政
破
綻
を

回
避
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
本
町
が
置
か
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
町
民
一

人
ひ
と
り
に
理
解
を
求
め
る
と
と
も

に
、
行
政
と
町
民
と
の
協
働
に
よ
り

行
政
経
費
の
抑
制
を
図
り
、
同
時
に
、

税
収
や
適
正
な
受
益
者
負
担
等
、
自

主
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

町
政
推
進
の
基
本
方
針

「ふるさとの誇りと希望を育むまちづくり」
「一人ひとりが生き生きと輝く元気なまちづくり」
「産業が連携し、チャレンジするまちづくり」

キラリと輝き、
躍動感あふれるまち

苫前町

本
日
、
こ
こ
に
平
成
十
八
年
第
一
回
苫
前
町
議
会
定
例
会
開
催

（
三
月
八
日
開
催
）
に
あ
た
り
、
町
政
執
行
の
基
本
的
な
考
え
方
と

施
策
の
大
綱
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
町
政
執
行
方
針

平
成
十
八
年
度
予
算
及
び

財
政
運
営
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方

平
成
十
八
年
度
町
政
執
行
方
針
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本
町
の
農
業
・
農
村
の
情
勢
は
、

農
家
戸
数
の
減
少
や
就
業
者
の
高
齢

化
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど
、
一

段
と
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
月
に
は
、
国
の
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
お
け

る
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
を
柱

と
し
た
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱

が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
対
策
は
、
担
い
手
に
対
象
を
絞

り
、
経
営
全
体
に
着
目
し
た
対
策
に

転
換
す
る
と
と
も
に
、
農
業
施
策
を

体
系
化
す
る
観
点
か
ら
、
品
目
横
断

的
経
営
安
定
対
策
と
同
時
に
、
農

地
・
水
・
環
境
の
保
全
向
上
対
策
も

新
た
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各

対
策
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
制
度

の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
平
成
十
九

年
産
か
ら
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
関
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

生
産
者
が
加
入
で
き
る
よ
う
認
定
農

業
者
の
誘
導
し
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
大
綱
で
は
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
の
米
政
策
の
改
革
推
進

の
た
め
、
国
支
援
策
の
大
枠
が
決
定

さ
れ
、
本
年
度
は
、
現
対
策
が
最
終

年
と
な
り
、
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
即
し
た
経
営
体
の
育
成
、
農
地

の
利
用
集
積
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強

化
、
輪
作
体
系
の
確
立
な
ど
、
地
域

農
業
の
構
造
改
革
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
町
と
農
協
の
助
成
に
よ
る
農

業
支
援
対
策
事
業
を
継
続
し
、
平
成

十
九
年
度
以
降
の
取
組
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

一
方
、
酪
農
で
は
、
昨
年
十
月
に

一
元
的
な
収
穫
作
業
や
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料

の
製
造
・
供
給
等
を
目
的
と
し
た
農

業
生
産
法
人
が
設
立
さ
れ
、
元
気
な

地
域
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
必
要
な

機
械
・
施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
も
、
作
業
効
率
の
向

上
に
よ
る
良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
と

品
質
の
高
い
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
の
供
給
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
本
事
業
に
対

し
助
成
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し

た
生
産
性
の
高
い
酪
農
経
営
の
実
現

に
向
け
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
、
草
地
基
盤
の
整
備

を
推
進
し
、
自
給
飼
料
の
低
コ
ス
ト

生
産
や
農
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
で
平
成
十
八
年
度

か
ら
の
新
規
事
業
を
検
討
し
て
い
る

た
め
、
北
海
道
の
対
応
方
針
が
定
め

ら
れ
次
第
、
補
正
で
の
対
応
を
考
え

ま
す
。

ま
た
、
八
線
沢
た
め
池
改
修
事
業

は
継
続
し
て
、
道
営
た
め
池
等
整
備

事
業
に
よ
る
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
河
川
に
設
置
さ
れ

た
農
業
水
利
施
設
か
ら
適
切
な
放
流

量
を
確
保
し
、
河
川
環
境
の
改
善
を

図
り
、
自
然
環
境
の
保
全
及
び
水
産

資
源
の
増
大
を
図
る
た
め
、
苫
前
頭

首
工
・
西
古
丹
別
頭
首
工
に
、
魚
道

整
備
を
道
営
事
業
と
し
て
、
本
年
度

よ
り
四
か
年
計
画
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

町
道
旭
東
線
の
改
良
舗
装
工
事
は
、

ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
に
て

実
施
し
ま
す
。

土
地
利
用
は
、
高
齢
化
に
よ
る
離

農
跡
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
、
農
地
移
動
適
正
化

あ
っ
せ
ん
事
業
、
或
い
は
、
農
地
保

有
合
理
化
事
業
等
に
よ
る
総
合
的
な

施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
地

の
適
正
な
保
有
と
利
用
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

林
業
は
、
農
業
・
漁
業
と
と
も
に

本
町
の
一
次
産
業
の
中
核
を
担
っ
て

お
り
、
特
に
、
そ
の
基
で
あ
る
森
林

は
、
国
土
の
保
全
や
水
源
涵
養
と
い

っ
た
機
能
に
加
え
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
な
ど
、
森
林
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
森
林
資
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
優
良
な
森
林
の
育
成
を

目
的
と
し
、
森
林
所
有
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
民
有
林
造
林
事

業
に
よ
り
助
成
を
行
い
、
除
間
伐
や

枝
打
ち
を
実
施
し
、
森
林
資
源
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
継
続
し
て
森
林
の
保
全
を

進
め
る
た
め
、
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
森
林

施
業
の
実
施
に
向
け
た
地
域
活
動
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
継
続

し
て
実
施
中
で
あ
る
小
規
模
治
山

（
栄
浜
地
区
）
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、

山
腹
の
崩
壊
防
止
と
公
共
施
設
の
保

全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

漁
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
、
水
産

資
源
の
減
少
、
長
引
く
魚
価
の
低
迷

に
加
え
、
世
界
的
な
石
油
価
格
の
高

騰
に
よ
り
漁
船
燃
油
が
高
騰
す
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に

お
か
れ
て
い
ま
す
。

資
源
の
増
大
に
向
け
、
北
る
も
い

漁
協
苫
前
支
所
が
行
う
、
苫
前
・
力

昼
地
区
で
の
ウ
ニ
の
人
工
種
苗
放
流

事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、

ハ
タ
ハ
タ
の
ふ
化
放
流
、
ニ
シ
ン
や

サ
ケ
の
中
間
育
成
放
流
、
ヒ
ラ
メ
の

放
流
等
栽
培
漁
業
を
、
今
後
も
積
極

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
直
轄
に
よ
る
苫
前
漁
港

特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
は
、
現
在
、

沖
合
側
で
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ

ョ
ン
計
画
の
策
定
に
よ
る
水
産
業
を

核
と
し
た
地
域
振
興
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
基
盤
施
設
と
し
て
の
苫
前
漁

港
の
整
備
促
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
地
域
活
性
化
対
策

町

政

推

進

の

重

点

施

策

大型コンバインでの稲刈り作業（九重地区）

上平模範牧場で放牧される乳用牛

ヒラメのせりで賑わう苫前市場

農
　
業

林
　
業

漁
　
業

平成18年度苫前町執行方針②
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公
共
事
業
の
削
減
や
大
型
店
進
出

に
よ
る
地
域
購
買
力
の
流
出
な
ど
、

商
工
業
を
取
り
ま
く
情
勢
は
厳
し
い

中
、
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
の
創
造
に
は
、
商
工
業
の
振
興

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
地
域
通

貨
は
、
過
去
二
回
の
試
験
流
通
の
結

果
を
踏
ま
え
、
そ
の
導
入
の
可
能
性

を
検
討
し
、
町
商
工
会
に
対
す
る
中

小
企
業
指
導
事
業
補
助
や
、
資
金
融

資
、
利
子
補
給
な
ど
を
継
続
実
施
し
、

商
工
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

観
光
事
業
は
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
を
核
と
し
た
シ
ー
フ
ロ
ン
ト

パ
ー
ク
と
風
力
発
電
施
設
な
ど
の
観

光
資
源
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
観
光

入
り
込
み
客
の
増
加
施
策
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、「
第
三
回
北
海
道
風
車

ま
つ
り
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
評
価
や

改
善
点
を
踏
ま
え
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
参
画
と
協
働
意
識
を
深
め
、
イ

ベ
ン
ト
達
成
感
や
地
域
の
誇
り
を
実

感
で
き
る
内
容
と
し
、「
風
か
お
る
ま

ち
と
ま
ま
え
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
及

び
な
な
か
ま
ど
の
館
の
運
営
は
、
民

間
能
力
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
行
政
経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、

本
年
四
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
効
率
的
な
経
営
を

促
進
し
、
当
該
施
設
の
設
置
目
的
を

達
成
さ
せ
、
指
定
管
理
者
の
円
滑
な

業
務
遂
行
へ
の
指
示
、
監
督
を
行
い
、

町
民
の
施
設
と
し
て
、
そ
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設
と
し

て
、
適
正
な
運
営
管
理
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

昨
年
一
月
、
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム

ア
ッ
プ
苫
前
が
運
営
す
る
「
苫
前
ウ

ィ
ン
ビ
ラ
発
電
所
」
で
、
世
界
初
と

な
る
大
型
蓄
電
施
設
に
よ
る
実
証
試

験
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
風
力
発
電
の
推
進

に
大
き
な
意
義
を
持
ち
、
試
験
デ
ー

タ
は
、
国
内
外
の
注
目
を
集
め
、
施

設
建
設
や
実
証
試
験
な
ど
、
多
く
の

関
係
者
が
来
町
し
、
交
流
人
口
の
増

加
や
町
の
Ｐ
Ｒ
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
風
車
の
ま
ち
」
と
し
て
、

大
型
蓄
電
施
設
の
情
報
な
ど
の
風
力

発
電
に
関
す
る
発
信
基
地
と
し
て
役

割
を
担
う
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
営
風

力
発
電
所
の
安
定
的
な
運
営
と
自
主

管
理
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
が
、
急
速
に
進
展

す
る
中
、
安
心
と
安
全
を
構
築
す
る

地
域
づ
く
り
は
、
高
齢
者
の
生
活
課

題
を
柔
軟
な
手
法
で
解
決
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
尊
厳
の
あ
る
生
き
方

や
生
活
の
保
障
と
と
も
に
、
本
人
の

意
思
を
尊
重
す
る
継
続
可
能
な
地
域

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
本
年
二
月

一
日
現
在
で
全
国
の
一
九
・
五
　
を

大
き
く
上
回
る
三
三
・
六
　
に
達
し
、

今
後
も
更
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
平
成
十
二
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
も
、
本

年
度
か
ら
第
三
期
事
業
計
画
（
平
成

十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
）
を

迎
え
て
お
り
、
介
護
保
険
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
が
示
さ
れ
、
こ
れ
と

連
動
す
る
各
種
保
健
制
度
も
随
時
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
対

象
者
と
な
る
住
民
の
個
人
負
担
額
や

提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
も
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
師
が
中
心
と
な
り
推

進
し
て
き
た
各
種
検
診
（
健
診
）
事

業
と
併
せ
、
介
護
予
防
関
連
事
業
と

し
て
重
症
化
予
防
対
策
を
進
め
る
た

め
、
各
対
象
者
の
状
態
に
応
じ
た
事

業
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
が
求
め
ら
れ
、

既
存
の
事
業
の
見
直
し
や
事
業
計
画

の
再
構
築
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今

後
は
、
生
活
機
能
向
上
を
図
る
予
防

対
策
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
苫
前
町
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
本
年
四
月

か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
が
、
民
間
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

施
設
本
来
の
目
的
を
達
成
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
削
減
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

苫
前
厚
生
病
院
は
、
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
行
為
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
体
制
の
充

実
や
専
門
性
を
必
要
と
す
る
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
地
域
に
あ

る
一
次
医
療
機
関
と
し
て
の
使
命
が

十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
内
二
か
所
の
町
立
歯
科

診
療
所
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
施
設
整
備
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
古

丹
別
歯
科
診
療
所
の
医
療
機
器
等
の

更
新
を
行
い
、
信
頼
の
お
け
る
診
療

業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う
整
備
を
進

め
ま
す
。

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
を
安

心
し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
し
、
急
速
に
進
行
す

る
少
子
化
に
、
的
確
に
対
処
す
る
た

め
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

の
規
定
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
度
か

ら
十
年
間
に
亘
る
苫
前
町
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
た
子
育
て
支
援

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

北海道風車まつり花風車公園を楽しむ親子

タオルでのストレッチ体操を学ぶ高齢者

子育て支援センター事業を楽しむ子どもたち

商
　
工
　
観
　
光

風
力
発
電
の
有
効
活
用

平成18年度苫前町執行方針③
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社
会
福
祉
の
充
実
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

「
明
る
く
活
力
あ
る

超
高
齢
化
社
会
」の
構
築

医
療
機
関
等
の

充
実
及
び
支
援

地
域
に
お
け
る

保
育
事
業
等
の
推
進

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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育
児
不
安
等
に
対
す
る
相
談
事
業
、

子
育
て
情
報
の
提
供
、
保
育
所
（
園
）

施
設
の
開
放
及
び
保
育
所
（
園
）
事

業
へ
の
参
加
促
進
な
ど
の
子
育
て
家

庭
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
引
き
続

き
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
苫
前
保
育
園
及
び
古
丹
別
保
育
所

に
設
置
し
ま
す
。

障
が
い
者
及
び
障
が
い
児
自
ら
の

能
力
や
適
正
に
応
じ
、
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
身
体
障
が
い
、
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
と
い
っ
た

障
が
い
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
市

町
村
が
提
供
主
体
と
な
っ
て
自
立
支

援
を
目
的
と
し
た
共
通
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
給
付
や
そ
の
他
の
支
援

を
行
う
と
し
た
障
害
者
自
立
支
援
法

が
、
本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

量
や
所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
を

求
め
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
適
正
な
執
行
を
図
り
つ
つ
、
障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
親
子
及
び
乳
幼
児

等
に
対
す
る
福
祉
施
策
と
し
て
、
関

係
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
た
医
療
費

の
助
成
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
福
祉
事
業

分
野
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
町
職
員
一
名
を

派
遣
し
、
業
務
処
理
体
制
の
確
立
を

図
る
ほ
か
財
政
面
で
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

同
協
議
会
は
、
補
助
金
や
寄
付
金

な
ど
不
安
定
な
財
務
体
質
で
あ
り
、

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
る
不
安

定
的
要
素
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
う
え
で
、
役
割

は
益
々
重
要
で
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
訪
問
介
護
事
業
を
は

じ
め
在
宅
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
布

団
乾
燥
・
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
元

気
声
か
け
運
動
な
ど
を
通
し
て
在
宅

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
や
安
否
確
認

等
を
行
い
、
孤
独
感
や
生
活
上
の
不

安
感
を
解
消
す
る
た
め
、
同
協
議
会

と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
引
き
続
き

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
に
対
す
る
住
民
か
ら
の
ニ

ー
ズ
は
多
種
・
多
様
化
し
て
お
り
、
社

会
福
祉
団
体
等
の
充
実
し
た
組
織
運
営

が
求
め
ら
れ
、
住
民
・
団
体
・
行
政
が

一
体
と
な
る
地
域
福
祉
対
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

町
道
整
備
は
、
各
種
の
事
業
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、
交
通

量
や
道
路
状
況
に
適
合
し
た
整
備
を

年
次
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
冬
期
間
の
風
雪
に
よ

る
交
通
障
害
を
解
消
す
る
た
め
、
前

年
度
に
引
き
続
き
、
旭
香
川
線
の
防

雪
柵
設
置
事
業
と
、
全
町
的
視
野
に

た
ち
、
町
道
三
路
線
の
改
良
舗
装
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
維
持
関
係
は
、
従
前
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
道
路
維
持
業
務
の
見

直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
の
町
民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
道
路
の
除
排
雪
に
つ
い

は
、
民
間
組
織
を
有
効
に
活
用
し
、

経
費
の
節
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

三
毛
別
川
改
修
工
事
は
、
河
川
に
隣

接
す
る
土
地
所
有
者
、
関
係
機
関
の

協
力
体
制
に
よ
り
、
諸
問
題
の
解
決

に
あ
た
っ
て
お
り
、
町
で
は
事
業
主

体
の
北
海
道
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

先
の
要
望
が
反
映
さ
れ
た
改
修
工
事

の
進
捗
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
管
理
河
川
は
、
河
川
と
し
て

の
機
能
の
保
全
に
配
意
し
、
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
需
要
の
動
向
を
勘

案
し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
、
本
年

度
は
、
苫
前
地
区
の
北
斗
団
地
四
戸

の
水
洗
化
と
新
北
斗
団
地
五
十
戸
の

下
水
道
接
続
工
事
を
施
工
し
、
住
宅

環
境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
町
営
住
宅
の
維
持

補
修
は
、
年
次
計
画
に
基
づ
き
修
繕

を
計
画
的
に
実
施
し
、
入
居
者
の
要

望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
取
水
施

設
の
移
転
と
沈
砂
池
の
改
良
事
業
が

完
了
し
、
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供

給
が
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

浄
水
場
は
、
施
設
整
備
か
ら
二
十

年
以
上
経
過
し
、
機
器
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
水
処
理
シ
ス
テ
ム
が
故
障

古
丹
別
川
共
鳴
橋
上
流
地
区
及
び

す
る
恐
れ
が
あ
り
、
年
次
計
画
で
シ

ス
テ
ム
の
更
新
を
行
い
、
予
防
保
守

及
び
維
持
管
理
費
の
低
減
を
図
り
ま

す
。水

道
は
、
日
常
生
活
の
基
盤
で
あ

り
、
水
質
の
保
全
、
各
種
施
設
機
器

の
点
検
等
、
常
に
問
題
点
を
把
握
し
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
が
ら
、
水
道

施
設
の
適
切
な
管
理
体
制
と
水
道
事

業
の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

生
活
路
線
バ
ス
は
、
本
町
唯
一
の

公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
留
萌
支
庁

生
活
交
通
確
保
対
策
協
議
会
が
策
定

し
た
「
生
活
交
通
路
線
維
持
確
保
三

カ
年
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
、
関
係
路
線
に
対
す
る
財
政
支

援
な
ど
運
行
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

苫
前
地
区
の
下
水
道
事
業
は
、
昨

年
四
月
か
ら
供
用
を
開
始
し
、
水
洗

化
は
、
接
続
可
能
戸
数
七
百
戸
に
対

し
、
八
十
戸
と
普
及
率
は
一
一
・
四

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
、
既
存
の
汲
み
取
り
ト

イ
レ
の
水
洗
化
及
び
排
水
設
備
の
改

造
を
希
望
す
る
受
益
者
に
対
し
、
補

助
金
の
交
付
や
工
事
費
を
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
、
無
利
子

の
融
資
制
度
を
設
け
、
前
年
度
の
水

洗
化
を
含
め
る
三
〇
　
以
上
の
普
及

率
達
成
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
衛
生
的
で
住
み
よ
い
生

活
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

高齢者住宅の除雪を行う企業ボランティアグループ

旭香川線に設置された防雪柵

生

活

環

境

の

整

備
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道
　
路
　
の
　
整
　
備

河
川
・
排
水
整
備

水

道

施

設

整

備

町
営
住
宅
の
整
備

交
　
通
　
対
　
策

社
会
福
祉
協
議
会
・

福
祉
団
体
等
の
支
援

生
活
排
水
等

処
理
対
策
の
推
進

障
が
い
者
福
祉
施
策
等

の
推
進

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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行
政
改
革
の
推
進
は
、
昨
年
七
月

に
実
施
期
間
を
五
年
間
と
す
る
第
４

次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
本
年

二
月
に
は
、
こ
の
大
綱
に
定
め
ら
れ

た
重
点
推
進
事
項
を
推
進
す
る
た
め

の
具
体
的
な
取
組
事
項
四
十
二
項
目

を
明
示
し
た
行
政
改
革
実
施
計
画
を

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
な
行
政
改

革
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
推
進
状
況
及
び
実
施

結
果
も
、
町
民
の
代
表
者
で
組
織
す

る
「
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に

報
告
し
、
助
言
を
得
る
と
と
も
に
、

町
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
改
革
の

実
効
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

災
害
対
策
は
、「
苫
前
町
地
域
防
災

計
画
」
に
基
づ
き
随
時
対
応
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
近
年
の
我
が
国
は
、
全

国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
に
見

舞
わ
れ
、
本
町
で
も
、
一
昨
年
九
月

の
大
型
台
風
十
八
号
の
上
陸
や
、
同

年
十
二
月
の
震
度
五
強
を
記
録
し
た

留
萌
南
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発

生
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
町
の
地
域
防
災

体
制
の
整
備
強
化
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
住
民
の
連
帯
意
識
の
強
化
を
図
り
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主
防
災
意
識

を
高
め
、「
自
分
の
生
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
が
重
要
と
な
り
、

啓
発
活
動
の
推
進
な
ど
危
機
管
理
の

徹
底
を
一
層
努
め
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
体
制
充
実
の
た
め
、

本
年
度
は
、
北
留
萌
消
防
組
合
消
防

署
古
丹
別
支
署
に
、
高
規
格
の
救
急

自
動
車
を
配
備
し
ま
す
。

国
は
、
平
成
十
三
年
九
月
の
米
国

同
時
多
発
テ
ロ
を
は
じ
め
、
近
年
世

界
各
国
で
発
生
す
る
大
規
模
テ
ロ
な

ど
の
武
力
攻
撃
か
ら
、
国
民
の
生
命

財
産
を
保
護
す
る
た
め
の
措
置
を
定

め
た
「
国
民
保
護
法
」
が
平
成
十
六

年
に
制
定
さ
れ
、
市
町
村
で
も
、
こ

う
し
た
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
安
全
確
保
に

向
け
た
国
民
保
護
計

画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
町

は
平
成
十
八
年
度
中

に
、
こ
の
国
民
保
護

計
画
を
策
定
す
る
べ

く
、
国
民
保
護
協
議

会
や
対
策
本
部
の
設

置
に
よ
り
検
討
を
進

め
ま
す
。

ま
ち
を
支
え
る
基
本
は
「
人
」
で

あ
り
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

旺
盛
な
た
く
ま
し
い
「
人
」
を
育
て

る
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
が
、
心

身
と
も
に
健
康
で
、
心
豊
か
に
成
長

で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

す
べ
て
の
町
民
に
学
習
の
機
会
を
提

供
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
に
向
け
た
取
組
を
展
開
す

る
な
ど
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

が
相
互
に
連
携
・
融
合
し
、
町
民
自

ら
が
主
体
的
に
学
べ
る
生
涯
学
習
社

会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

台風被害で押しつぶされた建物

懸命にゴールを目指す自転車ツーリングの子どもたち

行
政
改
革
の
推
進

防

災

対

策

市
町
村
合
併
問
題

国
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
極
め
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
る
国
及
び
地
方
が
、
簡

素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
し
、
引
き
続
き
、

市
町
村
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

昨
年
四
月
に
合
併
新
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
自
主
的
な
市
町
村

合
併
を
推
進
す
る
た
め
、
構
想
を
策

定
中
で
あ
り
、
本
年
度
の
早
い
時
期

に
公
表
予
定
で
す
が
、
本
町
の
針
路

に
係
わ
る
重
要
な
課
題
と
の
認
識
か

ら
、
議
会
で
の
議
論
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
町
民
へ
の
情
報
提
供
を
積
極

的
に
行
い
、
町
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
、
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
広
域
連

携
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、

広
域
的
な
取
組
に
つ
い
て
の
調
査
、

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生

涯

学

習

社

会

の

構

築

以
上
、
平
成
十
八
年
度
の
町
政
執

行
に
臨
む
私
の
所
信
の
一
端
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

時
代
の
大
き
な
潮
流
の
中
、
地
方

自
治
に
は
地
域
主
権
の
確
立
に
向
け

た
「
変
革
と
創
造
」
が
強
く
求
め
ら

れ
、
三
位
一
体
改
革
、
市
町
村
合
併
、

道
内
分
権
な
ど
重
要

な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
情
報
の
共
有

化
と
町
民
参
加
の
推

進
に
よ
り
、
町
民
・

議
会
・
町
が
協
働
し
て
苫
前
町
の

「
自
治
の
力
」
を
よ
り
一
層
高
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

町
民
が
心
を
一
つ
に
し
、
先
人
が
築

い
た
豊
か
な
自
然
風
土
、
素
晴
ら
し

い
文
化
や
伝
統
、
相
互
扶
助
の
精
神

を
守
り
育
て
、
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
、
素
晴
ら
し
い
ま
ち
を
創
り
あ
げ

る
こ
と
が
、
次
世
代
に
対
す
る
私
た

ち
の
使
命
で
あ
り
、
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
町
民
の
皆
様
と
、
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
、「
ふ

る
さ
と
の
誇
り
と
希

望
を
育
む
」、「
一
人

ひ
と
り
が
生
き
生
き

と
輝
く
元
気
な
」
、

「
産
業
が
連
携
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力

を
つ
け
る
」
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
さ
ら
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び

平成18年度苫前町執行方針⑤



今
日
の
教
育
は
、
高
度
情
報
化
や

国
際
化
の
一
層
の
進
展
な
ど
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
、
中
央
教
育
審
議
会

よ
り
「
新
し
い
時
代
の
義
務
教
育
を

創
造
す
る
」
と
題
す
る
答
申
が
提
出

さ
れ
、
義
務
教
育
の
構
造
改
革
も
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
人
生
を
有
意
義

に
送
る
た
め
「
自
ら
考
え
、
行
動
し

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
、
自
立
し
た

個
人
と
し
て
成
長
し
、
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
行
く
」
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
資
質
を
養
う

必
要
性
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
町
教
育
の
推
進
は
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
特
性
を
伸

ば
し
、
次
代
を
創
造
す
る
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
生
涯
に
わ
た
り
「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
び
、
そ
の
成

果
を
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
、
活
力

あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
」
に
向

け
て
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
施

策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育

ま
ず
何
よ
り
も
、
安
心
安
全
な
教

育
環
境
の
確
立
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

近
年
の
子
ど
も
た
ち
を
狙
っ
た
悲

惨
な
事
件
が
相
次
ぎ
、
こ
の
痛
ま
し

い
事
件
・
事
故
が
起
き
ぬ
よ
う
、
警

察
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
登
下
校
時
を
重
点

に
、
安
全
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
の
役
割
は
、
児
童
生
徒

の
発
達
段
階
に
応
じ
る
「
確
か
な
学

力
」、「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
心
と

体
」
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
教
育
を
推
進

し
、
集
団
生
活
を
通

し
て
人
間
関
係
や
規

範
意
識
、
社
会
性
や

豊
か
な
感
性
を
育
成

す
る
中
で
、
生
涯
学

習
社
会
に
対
応
す
る

基
礎
・
基
本
を
培
う

こ
と
で
す
。

児
童
生
徒
の
学
ぶ

意
欲
を
重
視
し
、
知

識
・
技
能
と
と
も
に
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど

「
確
か
な
学
力
」
の
定
着
を
図
る
た
め
、

繰
り
返
し
の
指
導
や
課
題
に
応
じ
た

指
導
、
少
人
数
指
導
な
ど
個
々
に
応

じ
た
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工
夫

に
努
め
、
学
力
向
上
に
向
け
た
先
進

的
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
る

心
の
倫
理
観
、
規
範
意
識
、
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
、
公
共
性
な
ど

「
豊
か
な
心
」
は
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
一
体
と
な
り
培
わ
れ
る
も
の
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
能
が
十
分

に
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
、
道
徳
教
育
の
充
実
や
体
験
活
動
、

読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

「
健
や
か
な
心
と
体
」
を
育
む
に

は
、
保
護
者
、
家
庭
と
の
連
携
を
図

り
、「
睡
眠
時
間
の
確
保
」、「
食
生
活

の
改
善
」、「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
時

間
の
確
保
」
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
で
あ
り
、
学
校
生
活
で
の
社

会
性
や
集
団
性
を
育
成
し
、
健
康
で

安
全
に
生
活
で
き
る
能
力
と
創
造
力
、

体
力
を
育
む
た
め
の
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

学
校
教
育
の
成
果
は
、
子
ど
も
た

ち
に
直
接
か
か
わ
る
教
職
員
の
力
と

熱
意
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
学
校
現

場
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の
中
で
、

教
職
員
の
資
質
や
能
力
、
専
門
性
の

向
上
が
極
め
て
重
要
で
、
研
修
活
動

の
充
実
や
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を

支
援
し
、
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

特
殊
教
育

本
年
度
の
特
殊
学
級
の
設
置
は
、

小
学
校
三
学
級
、
中
学
校
一
学
級
に

知
的
・
情
緒
・
肢
体
不
自
由
の
各
学

級
と
通
級
指
導
教
室
「
こ
と
ば
の
教

室
」
一
教
室
を
設
置
し
、
障
が
い
の

改
善
と
克
服
を
図
り
、
一
人
ひ
と
り

の
障
が
い
に
配
慮
し
た
指
導
に
努
め

ま
す
。

特
殊
教
育
の
対
象
と
な
る
こ
れ
ま

で
の
障
が
い
だ
け
で
な
く
、
学
習
障

が
い
や
多
動
性
障
が
い
、
高
機
能
自

閉
症
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
、
適
切

な
教
育
指
導
や
支
援
を
行
い
、
特
別

支
援
教
育
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進
は
、
保
護

者
や
教
職
員
へ
の
理
解
や
啓
発
を
図

り
、
学
校
で
の
推
進
体
制
の
整
備
や

関
係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食

こ
の
度
の
学
校
給
食
を
原
因
と
す

る
食
中
毒
の
発
生
と
い
う
重
大
な
事

態
を
招
き
、
児
童
生
徒
を
は
じ
め
、

保
護
者
や
ご
家
族
、
関
係
者
各
位
に

は
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

し
た
こ
と
を
衷
心
よ
り
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
事
態
を
教
訓
に
、
何
よ
り

も
安
全
を
第
一
に
衛
生
管
理
、
事
故

防
止
の
徹
底
に
努
め
、
再
発
防
止
と

信
頼
回
復
に
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
使
用
食
材
は
、
苫
前
産
米

や
新
鮮
な
地
元
の
生
産
物
を
可
能
な

限
り
使
用
し
、
地
元
生
産
物
と
地
場

産
業
な
ど
の
理
解
を
深
め
、
安
全
で

安
心
で
き
る
給
食
の
提
供
に
努
め
ま

す
。「

食
育
」
の
推
進
の
た
め
、
導
入

さ
れ
る
栄
養
教
諭
制
度
は
、
子
ど
も

た
ち
の
食
生
活
の
乱
れ
や
、
そ
れ
に

起
因
す
る
健
康
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

食
に
関
す
る
指
導
と
学
校
給
食
の
管

理
を
担
う
栄
養
教
諭
は
、
学
校
で
の

食
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
本
町
の
小
規
模
共
同
調

理
場
で
は
、
学
校
栄
養
職
員
の
配
置

が
一
名
で
あ
り
、
学
校
籍
と
の
兼
務

発
令
で
は
、
衛
生
管
理
を
含
め
た
学

校
給
食
業
務
へ
の
支
障
が
懸
念
さ
れ
、

関
係
機
関
と
十
分
に
検
討
を
重
ね
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
び
、

活
力
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
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外
国
語
教
育
の
推
進

英
語
教
育
の
充
実
及
び
国
際
交
流

の
進
展
に
向
け
て
、
引
き
続
き
英
語

指
導
助
手
を
配
置
し
、
町
内
小
中
学

校
及
び
苫
前
商
業
高
等
学
校
へ
の
派

遣
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
英
語
担
当
教
諭
か
ら
意
見

を
聴
き
、
よ
り
効
果
的
な
英
語
指
導

助
手
活
用
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を

行
い
ま
す
。

高
校
対
策

北
海
道
教
育
委
員
会
に
答
申
さ
れ

た
「
こ
れ
か
ら
の
本
道
に
お
け
る
高

校
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
踏

ま
え
た
高
校
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
を
踏
ま
え
、
新
た
な
指
針
が
策

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
苫
前
商
業
高

等
学
校
が
、
今
後
、
存
続
に
つ
い
て

見
直
し
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。同

校
は
、
一
昨
年
の
各
種
検
定
試

験
で
全
道
一
の
取
得
率
を
達
成
し
、

特
色
を
生
か
し
た
独
自
の
教
育
活
動

を
展
開
す
る
な
ど
、
町
内
及
び
留
萌

管
内
を
始
め
、
都
市
部
で
も
、
そ
の

実
績
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

同
校
は
、
本
町
の
教
育
の
推
進
上
、

さ
ら
に
、
地
域
振
興
策
か
ら
も
必
要

不
可
欠
な
学
校
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

「
進
学
も
就
職
も
で
き
る
商
業
高
校
」

と
し
て
、
生
徒
確
保
に
取
り
組
み
、

存
続
に
向
け
て
関
係
機
関
に
対
し
要

望
行
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
苫
前
商
業
高
等
学
校
に
在

籍
す
る
生
徒
の
共
同
生
活
及
び
宿
泊

交
流
施
設
で
あ
る
苫
前
町
若
者
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
能
力
を
活
用
し
、

運
営
経
費
の
効
率
化
を
図
る
目
的
で

本
年
四
月
よ
り
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

社
会
教
育

絶
え
ず
変
化
と
革
新
が
渦
巻
く
こ

の
時
代
は
、
時
代
に
追
い
つ
き
、
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、
主

体
的
に
今
と
未
来
を
生
き
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が
ま
ち
に

は
、
そ
の
資
質
を
持
っ
た
人
々
が
、

数
多
く
存
在
し
ま
す
。

新
た
な
探
求
者
を
生
み
出
す
た
め
、

町
民
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
希
望

に
応
え
る
環
境
を
整
え
、
学
び
の
成

果
が
認
め
ら
れ
、
活
用
さ
れ
る
生
涯

学
習
社
会
の
理
念
に
沿
っ
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
策
定
中
の
苫
前
町
第
六
次

社
会
教
育
中
期
計
画
と
整
合
を
図
り
、

次
の
社
会
教
育
行
政
を
執
り
行
い
ま

す
。

乳
幼
児
・
家
庭
教
育
支
援

就
学
前
の
親
子
が
交
流
す
る
「
な

か
よ
し
広
場
」
を
充
実
さ
せ
、
子
育

て
情
報
の
発
信
や
世
代
別
乳
幼
児
支

援
事
業
へ
の
参
加
促
進
、
父
親
の
育

児
参
加
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
将
来
親
と
な
る
高
校
生
や

高
齢
者
な
ど
の
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
し
、
子
育
て
を
地
域
で
支

え
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
家

庭
教
育
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

少
年
・
青
年
教
育

人
間
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
喜
怒

哀
楽
を
素
直
に
表
現
で
き
る
青
少
年

を
育
み
、
様
々
な
体
験
を
通
し
、
自

己
の
確
立
を
目
指
す
「
生
き
る
力
」

を
育
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

様
々
な
体
験
活
動
の
場
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
塾
」
を
開
催
し
、
よ
り
効

果
的
な
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

次
に
、
子
ど
も
の
身
体
を
動
か
す

機
会
の
提
供
と
放
課
後
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
地
域
子
ど
も

教
室
「
子
ど
も
の
た
ま
り
場
」
を
本

年
度
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
文
化
体
験
事
業

で
は
、
普
段
体
験
で
き
な
い
身
体
を

動
か
す
文
化
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

青
年
教
育
、
青
年
活
動
は
現
在
、

停
滞
し
て
お
り
、
次
代
を
担
う
重
要

な
世
代
で
あ
る
た
め
、
全
町
的
に
青

年
が
集
う
機
会
の
検
討
や
リ
ー
ダ
ー

の
発
掘
に
意
を
注
ぎ
ま
す
。

成
人
教
育

成
人
講
座
や
成
人
学
級
な
ど
、
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な
学
習
内

容
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
に
お
け

る
人
材
を
発
掘
し
、
活
用
す
る
と
と

も
に
、
学
び
合
い
の
機
会
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
主
体
的
・
自
発

的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、
学
習
成

果
を
地
域
社
会
に
生
か
す
活
動
の
場

を
提
供
す
る
中
で
、
地
域
づ
く
り
に

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
学
習
機
会
の
充
実
を
社
会
教

育
活
動
に
お
い
て
、
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

高
齢
者
教
育

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
知

恵
、
技
術
な
ど
幅
広
い
経
験
を
生
か

す
た
め
に
学
社
融
合
事
業
や
社
会
福

祉
協
議
会
所
管
の
現
役
戦
隊
ヤ
ル
ン

ジ
ャ
ー
と
連
携
を
深
め
、
社
会
参
加

の
場
や
、
生
活
習
慣
・
伝
統
文
化
な

ど
次
世
代
へ
伝
承
す
る
た
め
の
世
代

間
交
流
に
努
め
ま
す
。

寿
教
室
で
は
、
日
常
生
活
へ
の
疑

問
や
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
魅
力

あ
る
事
業
の
展
開
に
意
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。

平成18年度苫前町教育行政執行方針②



広報とままえ　４月号　9頁

図
書
室
活
動

本
町
で
は
、
乳
児
健
診
時
に
独
自

の
『
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
』
事
業
を
展

開
し
、
子
ど
も
と
本
を
近
づ
け
る
親

の
読
書
の
認
識
向
上
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書
や
図
書

室
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
を
継
続
し
、
乳

幼
児
か
ら
学
童
期
ま
で
一
貫
し
た
読

書
普
及
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
受

付
や
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
教
育
事
業
と

連
携
し
た
図
書
室
事
業
の
開
催
で
、

地
域
住
民
に
愛
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る

図
書
室
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

芸
術
・
文
化
活
動

本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
や
学

校
へ
の
芸
術
家
派
遣
事
業
を
開
催
し
、

さ
ら
に
は
、
宝
く
じ
文
化
公
演
事
業

や
地
域
の
芸
術
文
化
環
境
づ
く
り
支

援
事
業
の
助
成
を
活
用
し
、
町
に
居

な
が
ら
に
し
て
優
れ
た
文
化
芸
術
を

体
験
で
き
る
機
会
を
拡
充
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
が
文
化
活
動
に
関
わ
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
文
化
の
継
承
や
創
造

の
た
め
、
く
ま
獅
子
保
存
会
や
文
化

協
会
な
ど
へ
の
支
援
と
、
民
間
団
体

と
の
協
働
に
よ
る
文
化
振
興
の
条
件

整
備
や
、
町
民
が
自
発
的
活
動
の
気

運
醸
成
が
図
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

文
化
財
、
資
料
館
活
動

本
町
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
理
解

す
る
資
料
館
活
動
で
は
、
郷
土
資
料

や
文
化
財
の
収
集
、
保
存
を
進
め
、

特
別
展
の
開
催
す
る
と
と
も
に
、
文

化
財
保
護
法
に
よ
る
文
化
財
の
指
定

を
視
野
に
入
れ
た
貴
重
資
料
の
調
査
、

研
究
活
動
に
意
を
注
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
古
丹
別
川
広
域
基
幹
河
川

改
修
事
業
に
よ
り
緊
急
発
掘
調
査
が

確
定
し
た
擦
文
時
代
の
岩
見
遺
跡
で

は
、
本
年
、
発
掘
調
査
を
実
施
し
、

埋
蔵
文
化
財
の
保
存
、
展
示
を
進
め

ま
す
。

地
域
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
参
画
し
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
、

近
年
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
」、

「
地
域
は
自
ら
つ
く
る
」
と
い
う
気
運

が
根
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
は
、
学
習
と
実
践
を

一
体
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
も
の
で
、

関
係
部
署
と
の
連
携
、
融
合
を
図
り
、

各
種
団
体
や
各
町
内
会
と
も
協
働
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

把
握
す
る
機
会
や
、
地
域
自
ら
が
解

決
す
る
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
意

を
注
ぎ
ま
す
。

社
会
体
育
の
取
り
組
み

「
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

機
会
の
充
実
」
を
最
重
点
目
標
に
掲

げ
、
幅
広
い
世
代
の
町
民
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と

し
た
体
育
事
業
を
継
続
的
に
展
開
し

ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
が
重
要

な
課
題
と
な
り
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
体
力
向

上
事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

住
民
が
主
体
と
な
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
の
実
現
の
た
め
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
、

体
育
関
係
機
関
、
団
体
や
広
く
住
民

の
参
加
に
よ
る
研
究
会
等
を
組
織
し
、

苫
前
町
独
自
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

学
社
融
合
事
業

学
校
と
地
域
社
会
が
一
体
で
推
進

す
る
学
社
融
合
事
業
は
、
子
ど
も
が

生
き
る
力
を
育
む
学
習
の
場
と
し
て
、

町
民
が
学
習
成
果
を
発
揮
し
、
さ
ら

に
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め

る
場
と
し
て
、
全
て
の
人
の
学
び
支

援
す
る
本
町
の
教
育
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

地
域
で
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
や
、
学
校
が
持
つ
設
備
や
教
職
員

の
専
門
性
で
あ
る
教
育
機
能
を
地
域

の
教
育
力
向
上
に
活
か
す
、
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
を
視
野
に
入
れ
た
事
業
の

展
開
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
多
く
の
町
民
の

理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
ひ
と

づ
く
り
」
の
主
体
と
な
り
う
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

以
上
、
平
成
十
八
年
度
の
教
育

行
政
の
執
行
に
関
す
る
主
要
な
方

針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

国
、
地
方
と
も
に
、
歴
史
的
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
認

識
し
、
い
か
に
厳
し
い
行
財
政
の

中
で
あ
っ
て
も
、
教
育
サ
ー
ビ
ス

を
、
決
し
て
後
退
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
前
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
町
費
ゼ
ロ
予
算
事
業
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
お
い

て
も
知
恵
を
絞
り
、
創
意
工
夫
を

か
さ
ね
、
本
町
教
育
の
充
実
・
発

展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
　
す
　
び

平成18年度苫前町教育行政執行方針③

平成18年度
政策・予算説明概要書
苫前町の平成18年度事業や予算を分
かりやすく住民の皆様に知ってもらうた
め、「平成18年度政策・予算説明概要書」
を作製ました。各事業の内容や予算額に
ついて、説明しております。
詳しくは、企画振興課まちおこし係

（64－2212）まで、お問合せ下さい。
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平
成
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
三
月
八
日
招
集
さ
れ
、

会
期
を
十
六
日
ま
で
の
九
日
間
と
決
め
、
平
成
十
七
年
度
の

各
会
計
予
算
補
正
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
十
八
年
度
予
算
関
連
の
条
例
案
及
び

各
会
計
予
算
の
説
明
を
行
っ
た
。
同
月
十
一
日
か
ら
十
四
日

ま
で
を
議
案
精
査
の
た
め
休
会
と
し
、
十
五
日
に
再
開
。
一

般
質
問
を
行
い
、
理
事
者
の
考
え
を
質
し
た
。
続
い
て
、
予

算
特
別
委
員
会
を
開
会
し
、
各
会
計
予
算
審
議
が
活
発
に
議

論
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
各
予
算
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

平成１８年度予算可決！！ 総額57億5,625万円
一般会計　３８億５,６４２万２千円

歳　 入 歳　 出

地方交付税

町 税

繰 入 金

町 債

道 支 出 金

使用料・手数料

地方譲与税

国庫支出金

そ の 他

そ の 他

維持補修費

扶 助 費

建設事業費

繰 出 金

物 件 費

人 件 費

補 助 費 等

公 債 費

4,401万2千円

1億2,853万8千円

1億9,099万2千円

3億1,833万5千円

3億3,119万5千円

4億2,079万1千円

6億6,454万7千円

6億8,841万5千円

10億6,959万7千円

20億6,000万0千円

3億5,092万1千円

3億2,650万8千円

3億2,140万0千円

2億6,798万3千円

1億2,764万2千円

1億900万0千円

1億794万0千円

1億8,502万8千円

国民健康保険特別会計　　　5億　200万円

介護保険特別会計　　　　　3億5,900万円

下水道事業特別会計　　　　1億1,100万円

老人保健特別会計　　　　　7億　400万円

簡易水道事業特別会計　　　1億7,100万円

風力発電事業特別会計　　　　 5,200万円

平成18年度各種会計予算総額57億5,625万円は、平成17年度予算(18年1月現在)
の68億7,360万円に対し、11億1,735万円の減額予算となります。

補
正
予
算

平
成
17
年
度

一

般

会

計

一
、
三
四
四
万
二
千
円
を
減
額
し
、

総
額
四
七
億
四
、
一
三
五
万
四
千
円

と
し
た
。

主
な
補
正
案
件

◎
苫
前
厚
生
病
院
損
失
補
償
額
　
　

三
、
九
六
〇
万
円
　
追
加

◎
元
気
な
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金

三
二
三
万
七
千
円
　
減
額

◎
八
線
沢
た
め
池
づ
く
り
事
業
補
助
金

一
四
四
万
円
　
増
額

◎
魚
道
整
備
事
業
計
画
樹
立
負
担
金

一
五
一
万
三
千
円
　
減
額

◎
苫
前
商
業
高
校
後
援
会
補
助
金

一
三
八
万
八
千
円
　
減
額

◎
苫
前
中
学
校
改
築
事
業
分

校
舎
改
築
工
事
　

二
一
六
万
四
千
円
　
減
額

◎
苫
前
町
歯
科
診
療
業
務
委
託
料

五
六
〇
万
円
　
減
額

◎
羽
幌
町
外
二
町
村
衛
生
施
設
組
合

負
担
金

一
、
二
六
六
万
三
千
円
　
減
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

二
、
九
二
七
万
九
千
円
を
追
加
し
、

総
額
五
億
五
、
二
九
一
万
二
千
円
と

し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計

五
、
〇
七
六
万
一
千
円
を
追
加
し
、

総
額
七
億
五
、
六
四
八
万
三
千
円
と

し
た
。
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◎
第
四
次
苫
前
町
総
合
振
興
計
画
・

前
期
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

◇
基
本
構
想

平
成
十
八
年
度
〜
平
成
二
十
七
年
度

◇
前
期
基
本
計
画

平
成
十
八
年
度
〜
平
成
二
十
二
年
度

◎
苫
前
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
為
の
措
置
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
、
協
議
会
の
設
置
。

◎
苫
前
町
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
　

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例

右
条
例
に
お
け
る
対
策
本
部
の
設

置
。

◎
苫
前
町
駐
在
員
設
置
条
例
の
一
部
　
　

を
改
正
す
る
条
例

駐
在
員
に
係
わ
る
費
用
弁
償
の
支

給
に
つ
い
て
、
苫
前
町
職
員
の
旅
費

支
給
に
準
ず
る
取
り
扱
い
と
す
る
。

◎
苫
前
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
　
　

改
正
す
る
条
例

◇
町
長
事
務
部
局
職
員

改
正
前
七
八
人
　
改
正
後
六
七
人

◇
教
育
委
員
会
事
務
部
局
職
員

改
正
前
一
七
人
　
改
正
後
一
三
人

◇
農
業
委
員
会
事
務
部
局
職
員

改
正
前
二
人
　
　
改
正
後
一
人

◎
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
　

す
る
条
例

苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
期
末
手
当

支
給
率
の
削
減
。

◎
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
　
　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
期
末
手
当

支
給
率
の
削
減
。

◎
苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
　
　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
行
政
職
俸
給
表
の
見
直
し

全
体
と
し
て
、
平
均
四
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
を
引
き
下
げ
、
勤
務
実
績

の
反
映
を
行
う
た
め
現
行
の
号
俸

を
四
分
割
す
る
。

◇
勤
勉
手
当

勤
務
実
績
を
反
映
す
る
。

◇
昇
格
基
準
の
見
直
し

昇
格
及
び
勤
勉
手
当
に
係
わ
る
勤

務
成
績
の
判
定
結
果
を
活
用
す
る
。

◇
職
員
給
料
の
独
自
削
減

平
成
十
八
年
度
か
ら
当
分
の
間
、

三
パ
ー
セ
ン
ト
独
自
削
減
す
る
。

◎
苫
前
町
保
育
料
徴
収
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
改
正
前
）

前
年
分
の
市
町
村
民
税

（
改
正
後
）

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税

◎
苫
前
町
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
　
　

と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
　

る
条
例

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

う
改
正
。

◎
苫
前
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
　

改
正
す
る
条
例

◇
平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
制
度
改
　
　

正
に
伴
う
介
護
予
防
支
援
事
業
の
　
　

創
設

◇
平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
制
度
改
　

正
に
伴
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置

◇
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
　

度
の
三
か
年
の
保
険
料
額
の
設
定

◎
苫
前
町
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
　
　

す
る
条
例

古
丹
別
川
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
つ
い
て
「
水
辺
の
楽
校

公
園
」
と
し
て
平
成
十
八
年
度
か
ら

供
用
開
始
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
苫
前
町
新
日
本
海
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
（
ふ
わ
っ
と
）

団
体
名
　
㈱
苫
前
町
振
興
公
社

◇
苫
前
町
な
な
か
ま
ど
の
館

団
体
名
　
㈲
大
川
商
店

◇
苫
前
町
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

団
体
名

社
会
福
祉
法
人
苫
前
幸

寿
会

◇
苫
前
町
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー

団
体
名
　
苫
前
商
業
高
校
後
援
会

※
指
定
期
間
は
、
い
ず
れ
の
団
体
も

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

介
護
保
険
特
別
会
計

一
、
五
一
六
万
三
千
円
を
減
額
し
、

総
額
三
億
七
、
二
四
二
万
五
千
円
と

し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

一
、
三
一
七
万
一
千
円
を
減
額
し
、

総
額
三
億
二
、
三
二
六
万
一
千
円
と

し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

四
八
六
万
五
千
円
を
減
額
し
、
総

額
一
億
一
、
二
九
六
万
六
千
円
と
し

た
。

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

二
一
三
万
七
千
円
を
減
額
し
、
総

額
五
、
〇
七
四
万
三
千
円
と
し
た
。

三
月
八
日
平
成
十
八
年
第
一
回
定

例
会
開
催
に
先
駆
け
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
表
彰
受
賞
と
な
っ
た
星
野

恭
司
議
長
へ
、
藤
田
憲
二
副
議
長
よ

り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
議
会
議
員
三
十
年

以
上
勤
め
ら
れ
た
方
が
対
象
で
、
星

野
議
長
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
初
当

選
以
来
、
七
期
連
続
で
町
議
会
議
員

を
務
め
る
と
と
も
に
、
副
議
長
（
四

年
）
を
歴
任
し
、
平
成
十
五
年
か
ら

は
議
会
議
長
と
し
て
、
議
会
制
度
の

高
揚
、
地
域
の
振
興
及
び
住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

星
野
恭
司
議
長
受
賞

主

な

議

案

内

容

議会だよりNo,63②



昨
今
に
お
い
て
災
害
・
事
故
・
犯

罪
な
ど
の
発
生
が
耐
え
な
い
中
、
本

町
に
お
い
て
も
町
民
の
生
命
財
産
に

重
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状

況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
事
態
に
お
い
て
、
発
生
あ
る
い
は

発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
時
の
情
報

伝
達
や
対
応
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行

い
、
最
小
限
の
被
害
に
と
ど
め
る
た

め
の
危
機
管
理
体
制
を
早
急
に
整
備

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
の
認
識
な
ど
、
見
解
を

伺
う
。

①
緊
急
事
態
等
の
対
応
な
ど
の
基
準
　
　

や
そ
れ
に
対
応
し
う
る
組
織
の
設
　

置
の
必
要
性

②
あ
ら
ゆ
る
災
害
、
事
故
、
犯
罪
に

対
し
、
各
課
ご
と
に
可
能
な
限
り

洗
い
出
す
な
ど
の
作
業
の
必
要
性

③
緊
急
事
態
に
お
け
る
取
り
扱
い
を
　

定
め
る
な
ど
の
必
要
性

④
以
上
を
踏
ま
え
「
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
等
の
作
成
の
必
要
性

全
国
至
る
所
で
大
規
模
な
災
害
や

事
故
犯
罪
が
多
発
し
、
本
町
に
お
い

て
も
、
地
震
・
台
風
、
本
年
は
食
中

毒
と
ま
さ
に
「
危
機
」
す
な
わ
ち

「
不
測
の
事
態
」が
、
続
発
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

自
然
災
害
発
生
時
に
は
、
苫
前
町

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
作
成
し

た
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
よ

り
対
応
し
た
な
ど
、
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。自

治
体
に
と
っ
て
の
危
機
と
は
、

自
然
災
害
や
事
故
災
害
、
大
規
模
公

害
、
伝
染
性
疾
病
の
拡
大
や
金
融
・

経
済
危
機
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
や
財
政
危

機
、
庁
舎
へ
の
危
害
や
職
員
の
不
祥

事
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
危
機
管
理
を
的
確
に
行

う
た
め
に
は
、
時
間
的
な
四
つ
の
局

面
に
お
け
る
対
応
が
必
要
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
危
機
の
予
測
・
予
知

（
平
常
時
に
お
い
て
万
全
な
備
え)

②
危
機
の
未
然
防
止
・
回
避

（
危
機
に
繋
が
る
よ
う
な
事
態
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
防
止
策
を
事
前
に

実
施
）

③
危
機
へ
の
対
応
と
拡
大
防
止

（
発
生
し
た
危
機
を
軽
視
し
な
い
冷

静
な
判
断
・
的
確
な
対
応
か
ら
拡

大
防
止
と
早
期
収
束
へ
の
努
力
）

④
危
機
の
再
発
防
止

（
原
因
の
分
析
や
対
応
の
検
証
か
ら

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
を

行
う
）

こ
う
い
っ
た
各
局
面
に
お
け
る
対

応
に
万
全
を
期
す
た
め
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
早
期
作
成
に
向
け
た

検
討
を
進
め
、
実
際
の
危
機
に
直
面

し
た
際
、
職
員
個
人
と
組
織
の
力
が

充
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か

ら
心
が
け
て
い
く
事
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

整
備
を
進
め
る
上
で
、
意
識
の
向

上
の
方
策
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
の
っ
と
っ
た
形
で
の
町
民
参
加
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
る
の
か
。

住
民
の
意
見
を
組
み
込
ん
だ
整
備

の
進
め
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
職
員
等
の
勉
強
会
や
研
修

な
ど
も
検
討
し
、
意
識
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
体
制
の
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て

森

利
男
町
長

答
　
弁

迅
速
な
対
応
で

町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
！

西　大志議員

西

議

員

再
質
問

森

町

長

答
　
弁

ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！ここが聞きたい！

般

質

問

一

時

会

臨
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
八
号
）

主
な
補
正
内
容
（
災
害
復
旧
費
）

◇
一
四
〇
号
ル
ベ
シ
ュ
ベ
ナ
イ
川

河
岸
災
害
復
旧
工
事

一
、
一
六
七
万
六
千
円
　
追
加

◇
一
四
二
号
力
昼
三
毛
別
線
道
路

災
害
復
旧
工
事

二
〇
四
万
八
千
円
　
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
九
号
）

教
育
費
（
集
団
食
中
毒
対
策
分
）

◇
給
食
調
理
場
改
修
工
事

一
二
九
万
二
千
円
　
追
加

◇
給
食
調
理
場
備
品
購
入
費

一
三
四
万
七
千
円
　
追
加

◇
消
耗
品
費
・
外

一
一
四
万
九
千
円
　
追
加

専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

（
処
分
理
由
）

一
月
二
十
五
日
夜
か
ら
、
苫
前

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
及
び
教
職
員

に
食
中
毒
症
状
が
現
れ
、
翌
日
学
校

で
の
集
団
に
よ
る
被
害
状
況
を
確
認

し
た
こ
と
か
ら
、
対
策
本
部
を
設
置

し
、
被
害
の
拡
大
及
び
二
次
感
染
予

防
に
向
け
た
対
策
を
早
急
に
講
じ
る

必
要
が
あ
り
、
町
議
会
を
招
集
す
る

暇
が
な
い
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も

の
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決
第
二
号
）

衛
生
費
　
　
　
二
〇
万
円
　
追
加

教
育
費
一
二
九
万
三
千
円
　
追
加

第
一
回
　
臨
時
議
会

一
月
十
三
日
開
催

第
二
回
　
臨
時
議
会

二
月
十
七
日
開
催

力昼三毛別線道路災害復旧による道路補強土壁工事
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一
、
平
成
十
八
年
度
　
羽
幌
町
外
二
　
　

町
村
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
に
つ
　

い
て
　

二
、
福
祉
有
償
運
送
利
用
者
負
担
助
　

成
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

三
、
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
老
人
　

保
健
福
祉
計
画
に
つ
い
て

四
、
町
道
の
整
備
事
業
に
つ
い
て

イ
、
上
平
海
岸
線
改
良
舗
装
事
業

ロ
、
北
香
川
一
号
線
舗
装
新
設
事
　
　

業

ハ
、
九
重
九
号
線
改
良
舗
装
事
業

ニ
、
旭
東
地
区
ふ
る
さ
と
農
道
緊
　
　

急
整
備
事
業

【
調
査
事
項
】

一
、
国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
つ
い
　

て
二
、
苫
前
町
駐
在
員
設
置
条
例
の
一
　

部
改
正
に
つ
い
て

三
、
北
留
萌
消
防
組
合
予
算
に
つ
い
　

て緊
急
体
制
充
実
の
た
め
、
古
丹
別

支
署
に
高
規
格
の
救
急
自
動
車
を
配

置
す
る
。

車
　
両
　
二
、
四
九
二
万
一
千
円

装
　
備
　
一
、
五
二
八
万
二
千
円
　

合
　
計
　
四
、
〇
二
〇
万
三
千
円

四
、
苫
前
商
業
高
校
入
試
出
願
状
況
　
　

及
び
存
続
対
策
関
連
事
業
に
つ
い
　

て
五
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
つ
　

い
て

◇
遺
跡
名
　
岩
見
遺
跡
（
擦
文
時
代
）

◇
発
掘
場
所苫

前
町
字
岩
見
三
〇
番
地

（
二
月
十
七
日
開
催
）

一
、
苫
前
町
行
政
改
革
実
施
計
画
に
　

つ
い
て

二
、
町
職
員
給
与
等
の
削
減
に
つ
い
　

て

（
三
月
八
日
開
催
）

議
会
議
員
の
報
酬
と
議
員
定
数

報
酬
は
、
条
例
に
掲
げ
る
一
〇

削
減
を
一
九
年
四
月
ま
で
据
え
置
き

と
す
る
。

議
員
定
数
は
、
既
に
減
じ
た
町
村

や
三
月
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
る
町

村
と
が
あ
り
、
当
町
に
お
い
て
は
、

今
後
、
慎
重
に
協
議
を
継
続
す
る
と

の
意
見
で
一
致
し
た
。

一
、
苫
前
厚
生
病
院
の
経
営
損
失
補
　
　

償
金
に
つ
い
て

平
成
一
六
年
度
の
営
業
報
告
書
が

提
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
五
、
九

〇
〇
万
円
の
損
失
が
生
じ
た
。
従
来

よ
り
の
契
約
に
基
づ
き
、
損
失
金
の

三
分
の
二
で
あ
る
三
、
九
六
〇
万
円

を
町
が
赤
字
補
填
額
と
し
て
負
担
す

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。

二
、
古
丹
別
歯
科
診
療
所
の
医
療
機
　
　

器
に
つ
い
て

現
在
使
用
中
の
歯
科
診
療
台
及
び

レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
診
療
所
開
設
以
来

十
八
年
（
耐
用
年
数
八
年
）
が
経
過

し
、
補
修
に
対
す
る
部
品
も
製
造
中

止
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
現

状
維
持
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
機
器
の
更
新
を
す
る
も
の

で
あ
り
、
費
用
二
、
二
〇
〇
万
円
の

補
助
申
請
が
提
出
さ
れ
た
。

一
、
第
四
次
苫
前
町
総
合
振
興
計
画
　

及
び
前
期
基
本
計
画
の
策
定

平
成
十
八
年
度
か
ら
十
年
間
に
苫

前
町
の
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
構
想
の
推

進
方
策
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
の
大

綱
を
定
め
る
。
ま
た
、
こ
の
目
標
を

実
施
す
る
た
め
、
各
分
野
ご
と
に
前

期
五
年
間
、
後
期
五
年
間
と
計
画
実

施
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

二
、
苫
前
温
泉
「
ふ
わ
っ
と
」、「
な

な
か
ま
ど
の
館
」
の
修
繕
補
修
に

つ
い
て

こ
れ
ら
、
宿
泊
部
屋
の
壁
ク
ロ
ス

カ
ー
テ
ン
、
絨
毯
、
畳
表
替
え
な
ど

二
カ
年
に
わ
た
り
修
改
善
す
る
物
で

あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
発
注
は
当

該
施
設
の
指
定
管
理
者
に
委
ね
る
。

三
、「
農
事
組
合
法
人
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
」

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

酪
農
家
十
四
戸
が
「
農
事
組
合
法

人
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
」
を
設
立
、
個
々

に
多
頭
飼
育
に
よ
る
面
積
の
拡
大
と

労
働
力
の
限
界
に
よ
り
、
安
定
し
た

良
質
粗
飼
料
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
状
況
で
、
所
得
確
保
も
厳
し

く
、「
個
人
」
か
ら
「
法
人
」へ
の
変

革
に
よ
る
生
産
基
盤
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
苫
前
町
及
び
酪

農
組
合
も
こ
の
法
人
に
対
し
、
協
力

す
る
も
の
で
あ
り
、
国
も
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

補
助
率
が
低
く
、
負
担
も
多
い
た
め
、

町
に
対
し
助
成
金
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

委員会レポート 委員会レポート 
高規格救急車の導入 
歯科診療所機器の更新 
厚生病院経営損失補償など 

医療の確立 
  を目指して !!
医療の確立 
  を目指して !!
医療の確立 
  を目指して !!

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成18年
２月 ７日
開　催

医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成18年
２月24日
開　催

全
員
協
議
会

平成18年
２月16日
開　催

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成18年
２月17日
開　催

行

政

改

革

特
別
委
員
会
平成18年
２月17日
３月 ８日
開　催パ

ー
セ
ン
ト
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質
　
阿
部
委
員

消
費
税
課
税
額
が
一
千
万
円
以
上

と
な
っ
た
、
税
収
が
増
え
る
と
思
う

が
予
算
額
は
、
前
年
と
同
額
で
あ
る

説
明
を
伺
う
。
次
に
英
語
指
導
助
手

の
厚
生
年
金
は
加
入
が
必
要
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

税
収
は
増
額
と
な
る
が
、
現
段
階

で
計
算
が
で
き
ず
、
計
上
し
た
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

英
語
指
導
助
手
が
、
日
本
を
離
れ

る
と
き
に
、
一
時
金
と
し
て
得
る
も

の
で
す
。

質
　
西
田
委
員

食
中
毒
関
係
で
検
便
検
査
手
数
料

が
計
上
し
て
あ
る
、
い
つ
ま
で
続
く
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

十
八
年
度
は
年
四
回
実
施
し
、
そ

の
後
は
経
過
を
見
て
対
策
を
考
え
た

い
。

質
　
西
　
委
員

高
齢
化
社
会
に
向
け
、
関
係
す
る

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
年
々
増
額

し
て
い
る
、
一
般
会
計
の
し
わ
寄
せ

を
ど
う
考
え
る
。

答
　
横
野
し
あ
わ
せ
係
長

高
齢
化
比
率
も
そ
う
で
す
が
、
平

成
十
四
年
度
か
ら
前
期
高
齢
者
（
七

〇
〜
七
五
歳
）
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
国
保
会
計
よ
り
給
付
し
て
お
り

高
額
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

各
会
計
へ
の
繰
出
金
増
に
つ
い
て

は
、
急
激
な
伸
び
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
は
、
使
用
料
・
手

数
料
の
増
額
も
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

質
　
柴
田
委
員

上
平
共
同
利
用
模
範
牧
場
の
使
用

料
に
つ
い
て
減
免
措
置
が
解
消
さ
れ

た
、
現
在
、
乳
量
の
減
産
の
中
、
大

変
で
は
。

答
　
河
端
農
林
水
産
課
長

牧
場
運
営
委
員
会
の
中
で
決
定
し

た
も
の
で
あ
り
、、
十
八
年
度
は
予
算

ど
お
り
執
行
し
た
い
。

質
　
浅
井
委
員

衛
生
施
設
組
合
、
負
担
金
が
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
年
度
別
負

担
金
に
つ
い
て
説
明
願
う

答
　
開
発
町
民
課
主
幹

十
八
年
度
か
ら
五
年
間
が
、
起
債

の
元
金
償
還
の
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

質
　
阿
部
委
員

学
校
費
の
分
煙
シ
ス
テ
ム
は
、
賃

貸
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
買
取
り
の

検
討
は
ど
う
か
。
又
、
公
民
館
の
喫

煙
所
は
、
屋
外
と
な
っ
て
い
る
が
不

評
で
あ
る
。
検
討
す
る
べ
き
だ
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

五
年
間
の
契
約
を
し
て
お
り
、
解

消
を
す
る
と
違
約
金
が
発
生
す
る
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

公
民
館
は
子
供
た
ち
な
ど
多
く
の

人
が
利
用
す
る
た
め
、
健
康
増
進
を

考
え
、
禁
煙
を
し
て
い
き
た
い
。
喫

煙
所
に
関
し
て
は
、
検
討
し
た
い
。

質
　
青
木
委
員

近
年
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
急
騰
の
中
、

各
予
算
に
反
映
し
て
い
る
が
、
教
育

費
の
児
童
輸
送
業
務
、
ゴ
ミ
収
集
業

務
等
に
は
、
反
映
し
て
い
な
い
。
考

え
方
を
伺
う
。

答
　
伊
藤
管
理
課
長

現
在
、
油
等
価
格
に
変
動
が
あ
り
、

落
ち
着
い
た
と
き
に
協
議
し
た
い
。

答
　
開
発
町
民
課
主
幹

ご
み
収
集
業
務
に
関
し
て
は
、
経

費
六
項
目
等
で
積
算
を
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
燃
料
費
は
十
六

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費

を
含
め
た
他
の
項
目
で
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
予
算
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

質
　
西
　
委
員

葬
祭
場
の
広
域
連
携
を
ど
う
考
え

る
の
か
。
次
に
、
保
健
体
育
費
で
、

町
費
ゼ
ロ
予
算
の
事
業
は
、
考
え
て

い
る
の
か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

中
部
３
町
村
の
実
務
研
究
会
の
中

で
、
葬
祭
場
を
協
議
、
検
討
し
て
い

ま
す
。

答
　
伊
藤
社
会
教
育
課
長

町
費
ゼ
ロ
予
算
事
業
は
、
従
来
の

事
業
継
続
の
他
、
新
規
で
ス
ノ
ー
ハ

イ
キ
ン
グ
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

質
　
林
　
委
員

通
信
運
搬
費
は
過
去
二
年
、
常
に

減
額
補
正
を
し
て
い
る
。
今
年
度
の

積
算
を
伺
う
。
次
に
、
庁
舎
清
掃
警

備
業
務
で
あ
る
が
、
職
員
が
一
部
業

務
を
担
う
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

昨
年
の
予
算
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
予
算
等
を
差
引
い
て
積
算
し
た
。

庁
舎
清
掃
警
備
等
は
、
行
革
の
中
で

今
後
検
討
し
た
い
。

質
　
林
　
委
員

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
な
ど
行
政
の

Ｉ
Ｔ
関
係
は
、
割
高
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
専
門
家
が
い
な
く
デ
イ
ラ
ー

の
言
い
な
り
と
聞
く
が
、
広
域
の
中

で
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ネ
イ
タ
ー
を
活
用

し
、
対
処
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
岡
田
総
務
財
政
課
長

業
者
選
考
に
は
４
社
を
選
ん
だ
中
、

点
数
制
度
を
用
い
て
選
定
し
て
い
る
、

今
後
は
、
広
域
行
政
も
考
え
、
無
駄

の
無
い
よ
う
、
管
内
統
一
な
ど
も
含

め
提
案
を
し
た
い
。

質
　
林
　
委
員

指
定
管
理
者
制
度
で
振
興
公
社
の

予
算
の
中
に
、
緊
急
な
整
備
予
算
と

し
て
二
〇
〇
万
円
見
込
ん
で
い
る
。

予
算
と
し
て
は
問
題
も
あ
り
、
予
備

費
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

適
正
と
は
言
え
な
い
が
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
確
保
と
安
価
な
執
行

を
考
え
、
ご
理
解
頂
き
た
い
。

質
　
西
田
委
員

振
興
公
社
が
、
新
た
な
制
度
に
よ

一

般

会

計

主

な

予

算

質

疑

質質質 答答答答

質質質 答答答答答

質質質 答答答答

質質質 答答答

パ
ー
セ
ン
ト

議会だよりNo,63⑤
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り
運
営
さ
れ
る
、
健
全
経
営
に
向
け

考
え
を
伺
う
。

答
　
森
　
町
長

現
在
、
職
員
一
人
々
と
面
接
を
し
、

考
え
を
聞
い
て
い
る
。
人
件
費
削
減

の
中
、
サ
ー
ビ
ス
を
保
持
し
て
い
く
。

質
　
藤
田
委
員

霧
立
峠
の
ト
イ
レ
等
の
管
理
で
あ

る
が
、
利
用
者
に
は
汚
い
と
不
評
で

あ
る
。
次
に
学
校
教
育
と
社
会
教
育

で
は
、
喫
煙
所
の
考
え
に
違
い
が
あ

る
の
は
何
故
か
、
公
民
館
の
喫
煙
所

で
あ
る
が
、
多
目
的
施
設
で
あ
り
柔

軟
に
対
処
す
べ
き
と
思
う
。

答
　
山
田
企
画
振
興
課
長

峠
の
休
憩
所
の
管
理
で
す
が
、
予

算
は
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
将
来
的

に
、
施
設
の
廃
止
も
含
め
検
討
し
た

い
。

答
　
広
瀬
教
育
長

学
校
で
の
喫
煙
で
あ
る
が
、
健
康

増
進
法
に
よ
り
禁
煙
に
向
け
、
校
長

会
に
提
案
し
て
い
る
。
今
後
も
進
め

て
行
き
た
い
。
公
民
館
に
関
し
て
は
、

喫
煙
室
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

質
　
小
阪
委
員

福
祉
有
償
運
送
業
務
は
、
民
間
業

者
も
あ
る
中
で
違
法
で
は
な
い
か
。

又
、
豊
浦
の
小
規
模
治
山
工
事
で
あ

る
が
風
車
は
守
ら
れ
る
の
か
。

答
　
横
野
し
あ
わ
せ
係
長

以
前
は
違
法
で
あ
っ
た
が
、
十
六

年
度
よ
り
介
護
保
険
法
に
よ
り
、
道

路
運
送
業
法
の
中
で
、
認
め
ら
れ
て

い
る
。

答
　
河
端
農
林
水
産
課
長

現
在
、
土
現
に
よ
り
工
事
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
保
安
林
の
指
定

を
受
け
、
工
事
を
進
め
る
よ
う
努
力

し
た
い
。

質
　
阿
部
委
員

公
住
の
下
水
道
接
続
後
の
住
宅
使

用
料
へ
の
影
響
は
？

答
　
村
田
建
設
課
長

戸
数
が
増
え
た
段
階
で
、
使
用
料

の
値
上
げ
を
検
討
し
た
い
。

質
　
阿
部
委
員

使
用
料
の
値
上
げ
が
検
討
事
項
な

ら
ば
、
対
象
者
へ
の
説
明
を
事
前
に

す
る
べ
き
だ
。

答
　
村
田
建
設
課
長

今
後
の
工
事
に
関
し
て
は
、
説
明

し
な
が
ら
理
解
を
得
た
い
。

質
　
西
　
委
員

介
護
予
防
事
業
は
、
ス
タ
ッ
フ
が

必
要
だ
。
又
、
地
域
へ
の
協
力
を
ど

う
願
う
。

答
　
横
野
し
あ
わ
せ
係
長

保
健
師
二
名
を
補
充
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

民
生
協
議
会
な
ど
に
協
力
を
呼
び
か

け
る
。

質
　
西
　
委
員

浄
水
場
の
清
掃
予
算
を
管
理
委
託

の
中
で
賄
い
、
軽
減
で
き
な
い
か
。

答
　
村
田
建
設
課
長

浄
水
場
の
沈
殿
地
部
分
で
あ
り
、

難
し
い
と
思
う
。

質
　
林
　
委
員

効
率
、
効
果
を
求
め
た
質
疑
が
多

く
感
じ
ら
れ
た
。
町
の
単
独
、
連
合
、

合
併
と
い
う
方
向
で
予
算
の
審
議
も

変
わ
っ
て
く
る
。
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
も
多
く
、
財
政
健
全
化
も
示
さ
れ

な
い
中
、
町
職
員
給
料
三
％
カ
ッ
ト

が
新
聞
に
出
た
。
確
定
し
て
な
い
事

が
報
道
さ
れ
る
事
に
も
疑
問
を
感
じ

る
し
、
三
％
の
根
拠
と
何
時
ま
で
の

措
置
な
の
か
明
ら
か
に
す
る
べ
き
だ
。

答
　
森
　
町
長

町
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
国
、
道
、

他
町
村
と
の
状
況
を
見
て
判
断
し
た

い
。
今
は
自
分
達
が
出
来
る
事
を
整

理
し
た
い
。
三
％
の
報
道
は
、
組
合

側
の
事
も
あ
り
、
情
報
開
示
と
し
て

の
事
と
思
う
。
根
拠
に
関
し
て
は
、

少
数
精
鋭
の
中
で
、
仕
事
を
し
て
い

る
事
も
考
慮
し
て
い
る
。
基
金
の
減

少
は
必
要
な
仕
事
と
理
解
頂
き
た
い
。

質
　
柴
田
委
員

町
長
の
説
明
で
は
、
ハ
ー
ド
事
業

は
、
ほ
ぼ
終
了
し
た
。
今
後
は
財
政

の
安
定
化
を
目
指
し
た
い
と
言
わ
れ

た
。
町
政
の
重
点
施
策
で
あ
る
一
次

産
業
の
振
興
と
活
性
化
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
森
　
町
長

産
業
が
確
立
し
て
い
る
事
は
町
の

自
力
と
考
え
る
。
今
後
は
、
商
工
業

の
活
性
化
と
酪
農
の
安
定
基
盤
に
力

を
入
れ
た
い
。
町
の
活
性
化
と
財
政

の
安
定
を
目
指
し
て
行
政
を
運
営
し

た
い
。

答

質質 答

質質質 質 答答答答

答答答

答答

介
護
保
険
特
別
会
計

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

総

括

質

疑

質質

議会だよりNo,63⑥



広報とままえ　４月号 16頁



卒業、卒園おめでとう

広報とままえ　４月号 17頁

春の日差しを浴びて、町内の高校・中学校・小学校・保育園保
育所で卒業式などが執り行われた。生徒・児童・園児らは、学校
生活を振り返るとともに、先生や関係者からの祝福と励ましを受
け、夢と希望を胸に、慣れ親しんだ学び舎を旅立った。

卒業、卒園おめでとう
夢 と 希 望 に 満 ち た

３月12日午前10時
苫前中学校卒業生１７名

３月12日午前10時
古丹別中学校卒業生１８名

３月１日午後１時30分
苫前商業高等学校卒業生３１名

３月20日午前10時
苫前小学校卒業生１７名

３月19日午前10時
古丹別小学校卒業生１９名

３月25日午前10時
苫前保育園卒園児１８名

３月24日午前10時
古丹別保育所修了児２０名
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山
火
事
ポ
ス
タ
ー

道
知
事
賞
最
優
秀
に
池
上
森
（

）
く
ん

苫
小

４
年

平
成
十
七
年
度
林
野
火
災
予
防
作

品
に
お
け
る
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
、
苫

前
小
学
校
四
年
生
の
池
上
森
く
ん
の

作
品
が
北
海
道
知
事
賞
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
、
二
月
二
十
三
日
苫
前
小
学

校
校
長
室
で
、
留
萌
支
庁
長
谷
川
和

敏
経
済
部
長
か
ら
表
彰
状
及
び
記
念

品
の
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
作
品
審
査
に
は
、
全
道
か
ら

山
火
事
ポ
ス
タ
ー
一
一
四
五
点
（
留

萌
管
内
三
四
点
）
が
寄
せ
ら
れ
、
池

上
君
の
作
品
は
、木
々
が
燃
え
る
中
、

ウ
サ
ギ
や
ヘ
ビ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

森
の
動
物
た
ち
が
、
飛
び
出
て
く
る

構
図
で
、「
山
に
住
む
動
物
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
が
現
れ
、
素
晴
ら
し

い
作
品
」
と
し
て
選
ば
れ
た
。

賞
状
を
手
に
し
、
池
上
君
は
「
賞

を
も
ら
え
て
、
う
れ
し
い
で
す
。
次

は
、
省
エ
ネ
を
テ
ー
マ
に
書
き
た
い

で
す
」
と
喜
び
と
と
も
に
、
次
の
作

品
を
思
い
描
い
て
い
た
。

こ
の
最
優
秀
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
全
道
各
市
町
村
関
係
機
関
で

掲
示
さ
れ
、
山
火
事
啓
発
物
品
の
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
活
用
さ
れ

る
。

三
月
三
日
に
苫
前
保
育
園
（
園
長

打
田
美
智
子
）で
お
茶
会
が
行
わ
れ
、

園
児
ら
が
甘
い
お
菓
子
と
ほ
ろ
苦
い

抹
茶
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
お
茶
会
は
、
毎
年
桃
の
節
句

に
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
元
園
長
の
坂

川
玲
子
さ
ん
が
茶
道
裏
千
家
に
よ
る

作
法
で
お
茶
を
振
舞
っ
た
。
会
場
と

な
っ
た
同
園
ホ
ー
ル
に
は
、
園
児
ら

の
作
製
し
た
雛
人
形
も
含
め
た
七
段

の
ひ
な
壇
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も

に
、
お
茶
会
を
楽
し
む
た
め
野
点
の

風
情
が
再
現
さ
れ
、
園
児
た
ち
は
、

赤
い
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
で
正
座
し
、

赤
や
黄
色
の
花
の
形
を
し
た
和
菓
子

二
月
十
七
日
か
ら
三
日
間
歌
志
内

市
で
開
催
さ
れ
た
認
定
指
導
員
養
成

講
習
検
定
会
（
北
海
道
ス
キ
ー
連
盟

主
催
）
で
、
渡
辺
昌
子
さ
ん
（
64
才
＝

字
古
丹
別
）と
池
田
礼
子
さ
ん
（
54
才
）

が
見
事
合
格
を
果
た
し
た
。

こ
の
認
定
指
導
員
は
、
指
導
者
の

充
実
を
図
り
ス
キ
ー
人
口
の
拡
充
を

目
指
す
も
の
で
、
男
性
45
才
以
上
、

女
性
40
才
以
上
の
検
定
二
級
以
上
の

資
格
者
が
対
象
で
、
検
定
は
指
導
者

と
し
て
の
必
要
な
理
論
知
識
や
技
術

が
求
め
ら
れ
、
安
全
な
シ
ュ
プ
ー
ル

な
ど
の
ス
キ
ー
教
程
に
よ
る
学
科
試

験
と
テ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
ト
ッ

プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
実
技
六
種

目
が
行
わ
れ
、
全
道
か
ら
五
十
五
名

が
受
験
し
、
四
十
八
名
が
合
格
し
た
。

渡
辺
さ
ん
と
池
田
さ
ん
は
と
も
に
、

三
十
才
頃
か
ら
ス
キ
ー
を
始
め
、
検

定
一
級
資
格
を
有
し
、
こ
れ
ま
で
も

ス
キ
ー
教
室
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の

指
導
援
助
を
行
っ
て
い
た
。

二
人
は
、
二
回
目
の
受
験
で
、
地

元
指
導
員
の
協
力
に
よ
り
、
一
月
か

ら
毎
週
特
訓
を
重
ね
、「
連
盟
の
推
薦

と
支
え
が
あ
っ
て
で
き
た
こ
と
」と
ス

キ
ー
仲
間
の
支
援
に
感
謝
す
る
。

こ
の
認
定
証
を
手
に
池
田
さ
ん
は

「
幼
児
へ
の
指
導
は
上
達
も
早
く
、
か

わ
い
く
て
楽
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ス

キ
ー
は
楽
し
い
も
の
だ
と
伝
え
た

い
」。
渡
辺
さ
ん
も
「
ス
キ
ー
は
危
険

を
伴
う
こ
と
か
ら
技
術
も
必
要
だ
が
、

自
然
を
楽
し
む
こ
と
も
大
切
。
ス
キ

ー
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い
」と
抱

負
を
語
り
、
今
後
の
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

と
ほ
ろ
苦
い
抹
茶
を
味
わ
う
も
の
。

内
田
園
長
か
ら
「
お
茶
は
、
と
て

も
優
し
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま

す
。
静
か
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
の

声
で
お
茶
会
が
始
ま
り
、「
い
た
だ

き
ま
す
」
と
手
を
付
き
あ
い
さ
つ
す

る
園
児
た
ち
は
、
お
茶
碗
を
飲
み
干

し
、「
美
味
し
い
で
す
」
と
抹
茶
を

お
か
わ
り
す
る
な
ど
、
ひ
な
祭
り
気

分
を
満
喫
し
て
い
た
。

表彰状を手にする池上君（左）とその作品

礼儀作法を学びながらお茶を楽しむ園児

苫
前
保
育
園

ひ
な
ま
つ
り
で
お
茶
会

池
田
礼
子
さ
ん

渡
辺
昌
子
さ
ん
ス
キ
ー
認
定
指
導
員
合
格
！

認定証を手に合格を喜ぶ
池田さん(右)と渡辺さん(左)

２月１３日、３月１日、１５日の
３回にわたり公民館主催による寿教
室「太極拳教室」が行われ、参加す
る高齢者が簡単に出来る中国式健康
体操を学んだ。
講師には、北海道武術太極拳連盟
理事の菊地榮子さん。８つの基本動
作を組み合わせ、中国の保健医療体
操曲「練功十八法」にあわせ、ゆっ
たりとした動きで手足を曲げたり伸
ばす運動を指導した。この太極拳は、
血行の流れを良くし、股関節を強く
するとともに、脳の活性化にもつな
がり、高齢者の運動不足に最適の効
果があるという。ポイントは、無理
せず、体に合わせた動きで、持続す
ることが大切とのこと。
参加した高齢者からは、「我々に適
した動きで、音楽もゆったりして心
地よい。中国４千年の歴史を感じる」
と好評を得ていた。

太
極
拳
の
指
導
を
受
け
る
高
齢
者

太極拳「練功十八法」で

健康体操！
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苫
前
で
の
二
つ
の

仕
事
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
「
人
に
接

す
る
こ
と
、
人
と
学

ぶ
こ
と
、
人
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
」
で
す
。

私
が
、
苫
前
で
出

会
っ
た
人
々
は
、
み

な
さ
ん
本
当
に
い
き

い
き
と
活
動
さ
れ
て

い
て
、
身
を
も
っ
て

そ
う
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。出

張
や
研
修
会
で
、
町
外
へ
出
か

け
る
と
「
苫
前
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
よ
ね
。」
と
、
時
々
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
元
気
で
優
し
い
子

ど
も
た
ち
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
趣
味

な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

方
々
、
そ
れ
に
各
職
場
や
学
校
の
取

り
組
み
な
ど
町
の
様
子
が
、
全
道
や

時
に
は
、
全
国
に
発
信
さ
れ
て
注
目

を
浴
び
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
す
て
き
な
町
で
過
ご
す
間

に
、
私
も
多
く
の
み
な
さ
ん
か
ら
刺

激
を
受
け
、
自
分
自
身
も
社
会
人
と

し
て
、
人
間
と
し
て
、
そ
し
て
地
域

の
一
員
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ば
か
り

で
、
私
が
町
の
た
め
に
、
お
役
に
立

て
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
・
・
・
、そ
れ
が
心
残
り
で
す
が
、

今
後
も
苫
前
が
、
も
っ
と
も
っ
と
す

て
き
な
町
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願

い
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。次

の
赴
任
地
は
、
日
高
少
年
自
然

の
家
で
す
。
そ
こ
で
も
多
く
の
人
と

の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

こ
の
苫
前
で
い
た
だ
い
た
パ
ワ
ー

を
生
か
し
、
今
度
は
私
か
ら
多
く
の

人
に
パ
ワ
ー
を
差
し
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

十
四
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
苫
前
町
で
は
、

平
成
四
年
四
月
か
ら
十

八
年
三
月
ま
で
の
長
い

間
お
世
話
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

そ
の
間
、
教
員
と
し

て
十
一
年
、
社
会
教
育

主
事
と
し
て
三
年
、
苫

前
小
学
校
と
公
民
館
で

そ
れ
ぞ
れ
勤
務
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
充

実
し
た
日
々
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

14年分のありがとうの気持ちを込めて

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�６４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�６５-４１１９

(１)住宅防火対策の推進
(２)認知症高齢者グループホーム等　
高齢者等が入居する防火対象物　
の安全対策の推進

(３)放火火災・連続放火火災予防対　
策の推進

(４)林野火災予防対策の推進
(５)乾燥時及び強風時の火災発生防　
止対策の推進

住宅用火災警報器についての問合せ
を苫前・古丹別消防で受けておりま
すので、お気軽にお電話下さい。

実施期間 4月20日（木）～4月30日（日）

重点目標『あなたです 火のある暮らしの 見はり役』

子どもの火遊びをさせないよう
注意しましょう！

電気コードのたこ足配線は、火
災の原因にもなりますので、や
めましょう！

小　野　田　年　克

新入学児及び園児らを「交通事故
から守ろう！」と、各団体や企業から
マスコットや用品が届けられました。

◇町商工会女性部
手づくり鈴　１５０個
◇沿岸バス　株式会社
アンパンマン手提げ袋４７枚
◇株式会社　藤観光バス
ランドセルカバー４２枚
◇高齢者事業団
ひょうたんマスコット４４個
◇苫前婦人会
カエルとコアラのマスコット
◇古丹別婦人会
交通安全ワークブック２４冊

手
づ
く
り
鈴
を
寄
贈
す
る

商
工
会
女
性
部

寄贈ありがとうございました。

今年も交通安全を願って!

春の全道火災予防運動実施春の全道火災予防運動実施
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三
月
四
日
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
広
場
が
開
催
さ
れ
、
衣
類

や
玩
具
な
ど
子
ど
も
向
け
の
リ
サ
イ

ク
ル
品
が
再
利
用
さ
れ
た
。

こ
の
事
業
は
、
今
年
で
三
年
目
。

ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
や
の
び
の
び
サ
ー
ク

ル
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用

者
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
提
供
を
呼

び
か
け
、
衣
類
や
玩
具
、
乳
児
洋
品
、

靴
か
ば
ん
、
本
ビ
デ
オ
な
ど
五
百
点

余
り
が
集
め
ら
れ
、
無
料
提
供
さ
れ

る
も
の
。
オ
ー
プ
ン
に
は
、
多
く
の

親
子
連
れ
が
立
ち
並
び
、
リ
サ
イ
ク

ル
品
を
見
定
め
る
姿
は
、
ま
る
で
バ

ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
を
思
わ
せ
る
盛
況
ぶ

り
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫
の
た
め

に
何
か
な
い
か
と
探
し
求
め
る
年
輩

女
性
の
姿
も
合
っ
た
。

利
用
者
か
ら
は
「
使
わ
れ
て
い
な

い
新
品
も
あ
り
、良
い
品
物
が
多
い
」

と
評
判
も
上
場
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
品

二
百
六
十
三
点
が
持
ち
帰
ら
れ
た
。

利
用
者
の
大
半
が
親
子
連
れ
で
、

職
員
が
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
務
め
る

場
面
も
あ
り
、
来
年
は
託
児
所
の
設

置
も
検
討
す
る
。

ま
た
、
講
堂
で
は
、
と
ま
ま
え
舞

台
鑑
賞
友
の
会
主
催
に
よ
る
劇
団
さ

っ
ぽ
ろ
公
演
「
三
ま
い
の
お
ふ
だ
」

が
開
催
さ
れ
、
八
十
名
の
親
子
が
演

劇
を
楽
し
ん
だ
。

公
演
は
、
ス
テ
ー
ジ
を
使
わ
ず
同

じ
目
線
の
高
さ
で
演
じ
ら
れ
、
音
響

を
使
わ
ず
、
語
り
手
の
擬
態
や
擬
音

を
活
か
し
、
砂
山
や
川
の
場
面
で
は

布
を
巧
み
に
操
り
、
想
像
力
を
膨
ら

ま
せ
る
演
出
が
施
さ
れ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
逃
げ
惑
う
小
僧

の
姿
や
大
入
道
か
ら
豆
ま
で
の
や
ま

ん
ば
の
化
け
る
変
わ
り
身
に
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
、
演
劇
を
楽
し
ん
だ
。

気に入る品物を探し求める母親たち

子どもたちも引き込まれる演劇

三
月
五
日
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ

と
前
広
場
で
、
第
七
回
苫
前
町
雪
合

戦
大
会
が
開
催
さ
れ
、
古
丹
別
中
学

校
野
球
部
が
見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。

大
会
は
、
町
内
学
生
や
職
場
、
団

体
か
ら
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
。
町
内

で
研
修
中
の
中
国
女
性
や
英
語
指
導

助
手
に
よ
る
チ
ー
ム
な
ど
国
際
色
豊

か
な
も
の
と
な
っ
た
。

試
合
は
、
一
チ
ー
ム
七
名
が
雪
球

六
十
個
を
敵
陣
め
が
け
て
投
球
し
な

が
ら
、
相
手
フ
ラ
ッ
グ
を
取
り
合
う

も
の
で
、
予
選
で
上
位
八
チ
ー
ム
を

選
出
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

う
。
選
手
は
思
わ
ず
転
倒
し
、
雪
球

を
ぶ
つ
け
ら
れ
笑
い
を
誘
う
な
ど
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
大
会
は
進
ん
だ
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
優
勝
　
古
中
野
球
部
、
▽
準
優
勝

で
っ
ぱ
ら
ぁ
ー
ず
（
厚
生
病
院
）、

▽
三
位
　
少
年
団
指
導
員
、
七
人
の

馬
鹿
侍
（
苫
中
）

苫
前
商
業
高
等
学
校
（
校
長
眞
屋

岩
男
）
で
は
、
進
学
も
就
職
も
で
き

る
商
業
高
校
を
目
指
し
、
全
国
商
業

高
等
学
校
協
会
が
主
催
す
る
各
種
検

定
試
験
で
、
今
春
卒
業
す
る
生
徒
31

名
中
11
名
が
同
協
会
優
秀
表
彰
の
対

象
と
な
る
検
定
一
級
三
種
目
以
上
を

取
得
し
た
。

こ
の
合
格
率
は
、
三
五
・
五
　
の

全
道
二
位
と
な
り
、
三
年
連
続
の
全

道
一
を
逃
し
た
が
、
全
道
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
取
り
組
み
で
、
資
格
取
得
を

目
指
し
入
学
す
る
生
徒
も
多
い
。
こ

の
三
種
目
以
上
の
取
得
者
へ
の
表
彰

は
、
三
月
一
日
の
卒
業
式
で
伝
達
さ

れ
た
。

一
級
三
種
目
以
上
取
得
者

▽
六
種
目
松
原
未
佳
、
▽
五
種
目
田

沢
翔
太
、
服
部
勇
吾
、
▽
四
種
目
菊

地
健
太
、
千
葉
善
樹
、
今
村
絢
佳
、

小
澤
侑
子
、
松
田
沙
希
子
、
▽
三
種

目
大
橋
知
恵
子
、
鈴
木
真
波
、
丸
山

春
菜

白
熱
し
た
雪
合
戦
！

古
中
野
球
部
２
連
覇

検
定
１
級
取
得
11
名

進
学
も
就
職
も
で
き
る
苫
商
高全商協検定１級３種目以上取得の

喜びに沸く苫商高卒業生

雪合戦に熱中する参加者たち

カントリードール作りを楽しむ参加者

成
人
講
座

カ
ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
づ
く
り

3種目

パ
ー
セ
ン
ト
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社会教育施設が５月１日にオープンします！

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail tph@jasmine.ocn.ne.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

□ 苫前町郷土資料館
期　間　５月～１０月

（10：00～17：00）
入館料　大人　210円　小人　100円
休館日　月曜日。但し、祝日の場合は、

火曜日を休館とする。
(夏休み期間を除く)

○チャレンジデーとは？
５月の最終水曜日の午前０時から午後９時までの間、
１５分間以上の運動を行った人の参加率を競い合う住民　
総参加型スポーツイベントです。

○なぜ、チャレンジデーに参加するのか？
「まちの様々な力を活かし連帯感を高め、すべての住民　　
の参加と健康づくり」にチャレンジすることが、苫前町　
の目的です。チャレンジデーは、その目的に対し、チャ　
レンジするきっかけの日です。
チャレンジデーを一つの通過点として、みんなで元気　
なまちづくりに取り組みましょう！

○岡山県 新庄村はどんなまち？

人　　口　 1,103人
高齢化率 38％
主な産業 林業、農業

□ 苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
期　間　５月～９月

～休館日～
月曜日。但し、祝日の場合は、火曜日を休館とする。
（夏休み期間を除く）

区　　　分 午　前
10時～12時

5･6･9月

区　　　分

火 ～ 金 曜 日

土・日曜日祝日

火～日曜日祝日 ○

午　後
13時～17時

○

○

夜　間
18時～20時30分

○

○

○

利
用
料
金

区　　分

町　　内

町　　外

小中学生

１ 回 券

50円

100円

シーズン券

500円

高 校 生

１ 回 券

100円

210円

一 般

１ 回 券

210円

300円

チャレンジデー2006
５月３１日（水）対戦決定！

期　間　5月～10月（6：30～日没まで）
使用料　無料
用　具　スポーツセンター、苫前町郷土資料館、

とままえ温泉ふわっとで貸し出しています。

vs岡山県 新庄村
しんじょうそん

（1,103人）
今年度初参加

苫 前 町
（4,122人）
昨年実績84.3%

□ 苫前町野球場
期　間　5月～10月

（9：00～21：00）
夜間照明使用料　20分　310円

※特に施設内へのペットの立ち入りは、禁止　
されております。

マナーを守ってご利用下さい。

□苫前パークゴルフ場
（からまつ・はまなすコース）

□古丹別リバーサイドパークゴルフ場
□力昼パークゴルフ場
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今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す
。 
『
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康
』 

健　　康 
ばんざい 

ス
ト
レ
ス
の
上
手
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
！

①
心
の
疲
労
症
状
、
サ
イ
ン
を
早
め

に
知
ろ
う
！

眠
れ
な
い
、
肩
が
こ
る
、
人
と
話

を
す
る
の
が
面
倒
な
ど
…
。
自
分
な

り
の
心
身
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
、

心
の
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
規
則
正
し
い
生
活
を
崩
さ
な
い

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
は
、

心
身
の
健
康
を
保
つ
カ
ギ
と
言
え
ま

す
。
食
事
、
睡
眠
、
適
度
な
運
動
な

ど
の
生
活
が
乱
れ
る
と
、
ス
ト
レ
ス

症
状
は
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
本
音
を
話
せ
る
友
人
を
持
つ

グ
チ
の
言
い
合
え
る
友
だ
ち
を
大

切
に
す
る
。
自
分
の
グ
チ
を
話
す
だ

け
で
な
く
、
人
の
グ
チ
を
聞
く
こ
と

も
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。

④
よ
く
遊
ぶ

何
に
で
も
好
奇
心
を
持
ち
、
趣
味

や
運
動
を
楽
し
む
生
活
習
慣
を
心
が

け
る
。
こ
れ
が
頭
と
心
の
切
り
替
え

今
月
は
、
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康

に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

ス
ト
レ
ス
か
ら
心
の
病
に
？

か
ら
だ
が
疲
れ
て
い
る
と
、
風
邪

や
そ
の
他
の
病
気
が
起
こ
る
よ
う

に
、
心
も
疲
労
が
溜
ま
れ
ば
、
不
調

が
現
れ
る
の
は
当
然
で
す
。
不
安
感

や
緊
張
感
が
続
き
、
気
分
が
沈
み
、

こ
れ
に
不
眠
な
ど
が
加
わ
れ
ば
、
ス

ト
レ
ス
病
の
初
期
症
状
と
い
え
ま

す
。ス

ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
不
調
を

「
気
は
持
ち
よ
う
」
と
ば
か
り
に
、

疲
労
回
復
の
手
当
も
な
い
ま
ま
、
ひ

た
す
ら
ム
チ
打
た
れ
る
の
が
、「
心
」

の
悲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

心
の
不
調
も
重
症
に
な
る
前
に
、

上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
手
当

を
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

こ
ん
な
変
化
が
出
た
ら
危
険
信
号

ス
ト
レ
ス
が
も
た
ら
す
体
の
不

調
、
だ
る
い
・
胃
が
痛
い
・
下
痢
・

頭
痛
・
動
悸
・
息
切
れ
・
不
眠
な

ど
、
こ
ん
な
症
状
が
、
２
つ
や
３
つ

当
て
は
ま
る
人
は
、
ス
ト
レ
ス
と
の

戦
い
が
、
負
け
試
合
に
な
り
つ
つ
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
即
刻
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
、
疲
れ
た
心
身
を

休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

⑤
と
き
に
は
何
も
し
な
い

常
に
、「
何
か
を
し
な
く
て
は
」

と
思
う
こ
と
自
体
が
、
ス
ト
レ
ス
に

な
り
ま
す
。
と
き
に
は
義
務
感
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
何
も
し
な
い
無
目
的

な
時
間
を
あ
え
て
作
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

⑥
専
門
家
に
相
談
を
す
る

自
分
で
心
の
不
調
を
解
消
で
き
な

い
場
合
は
、

思
い
切
っ
て

病
の
専
門
家

に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

１８歳未満のお子様の成長発達、療育上の悩み
などの巡回児童相談が実施されます。
相談人数は限りがありますので、相談を希望さ
れる方は、早めに町民課けんこう係保健師までお
申出下さい。なお、内容によって、旭川児童相談
所での相談となる場合がありますので、お含みお
きください。
◇日　程　平成１８年　６月１４日

１１月１６日
◇会　場　苫前町公民館

巡回児童相談のご案内

ペットの散歩マナーを　　　　
守りましょう！

春の日差しを受け、ペットとの散歩は気持ちの
良いものです。けれど、雪解けとともに道端には
ペットの糞と思われるものが、町のあちこちで見
受けられることも多いようです。
町は、気持ちよく歩きたいものですネ！

飼い主の皆さんへ
○犬や猫などペットの放し飼いは
やめましょう！
○散歩中の糞は飼い主が
責任を持って
後始末しましょう！
○綱を放しての散歩は
やめましょう！　

Dr.小野の処方せん 
椎間板ヘルニア、変形性脊椎症、すべり症、脊柱管狭
窄症、骨粗しょう症、座骨神経痛、カリエス、脊椎腫瘍
等の原因の明確なものは、原因療法も考慮します。一般
的腰痛症の原因としては、重労働やオーバーワークによ
り、筋肉がけいれんし、筋肉の収縮が長く続きます。そ
のため、血行が悪くなって、老廃物がたまり、更に筋肉
がけいれんを起こし、また、老廃物が蓄積されていきま
す。この悪循環で、筋肉が耐えられなくなると、じん帯
に影響がおよび、じん帯が耐えられなくなると椎間板や
椎間関節に影響が及びます。若い世代は、過激なスポー
ツによって、中高年以上では、運動不足、肥満、過労、
ストレスが引き金になり、高齢者では、骨粗しょうも原
因となり、腰痛が起きます。
急性期には安静にし、回復期には腰を温め、少しずつ
身体を動かします。生活上の予防は「物を持つ時、腰を
落として、膝の屈伸を利用する」、「かがむ動作は少なく
して、同じ姿勢を長く続けたり、同じ動作を繰り返さな
い」、「長時間同じ姿勢で座ったり、立ち続けない」、「寝
具は柔らかい物より、硬めのマットレスや敷き布団にす
る」等に注意しましょう

苫前クリニック院長　小野　哲郎

腰痛症について
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

40歳～64歳の方を第２号被保険者といい、老化に
起因する特定疾病により介護が必要となった場合、サー
ビスを利用できます。保険料は、加入医療保険に上乗せ
し納付します。
65歳以上の方は第１号被保険者といい、介護が必要
となった場合、原因を問わずサービスを利用することが
できます。保険料は、所得に応じて５段階に分け、年金
又は納付書により納めることとなります。

Ｑ　介護保険の対象は何歳からですか？

介護サービスを受ける場合には、費用の１割が自己
負担となります。介護サービスは、在宅サービス（ヘル
パー、デイサービス、訪問看護、ショートステイ等）と、
施設サービス（老人福祉施設、老人保健施設、療養型医
療施設等）があり、在宅サービス費用は、１回の利用に
つき500～2,000円程度、施設サービス費用は、１か月
につき４万～６万円程度が目安となります。なお、サー
ビス費用は、要介護度等により金額が異なりますので、
利用する際はご確認願います。

Ｑ　介護サービスの利用料はいくらですか？

及び古丹別支所窓口において申請手続きをしてくださ
い。

介護保険サービスを利用するには、心身の状況をチ
ェックする要介護認定（要支援、要介護1～5）を受け
なければ、サービスを利用することができません。介護
サービスを利用したい場合には、苫前町役場しあわせ係

Ｑ　介護サービスを利用するにはどうしたら
よいですか？

お問い合わせ 苫前町役場町民課しあわせ係
0164-64-2215（内線273）まで

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
老
人
保
健
制
度
と
は
ど
ん
な
制

度
で
す
か
？

Ａ
　
老
人
保
健
制
度
は
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
医
療
と
保
健

の
総
合
的
な
制
度
の
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
そ
の
内
容
は
？

Ａ
　
七
十
五
歳
以
上
（
一
定
の
障
害

の
あ
る
人
は
六
十
五
歳
以
上
）
の

方
と
、
昭
和
七
年
九
月
三
十
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
に
、
適
切
な
医

療
を
提
供
し
、
ま
た
、
四
十
歳
以

上
の
方
の
成
人
病
予
防
な
ど
の
保

健
事
業
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に

は
、
町
か
ら
交
付
さ
れ
た
「
医
療

受
給
者
証
」「
健
康
手
帳
」
と
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
「
保
険

証
」
を
忘
れ
ず
に
受
付
窓
口
に
提

示
く
だ
さ
い
。

こ
の
と
き
病
院
な
ど
で
か
か
っ

た
費
用
の
一
割
（
一
定
以
上
の
所

得
の
方
は
二
割
）
の
一
部
負
担
金

を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
一
か
月
に
支
払
う
一
部
負
担

金
（
入
院
中
の
食
事
代
を
除
く
保

険
適
用
分
）
が
高
額
に
な
っ
た
場

合
に
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

高
額
医
療
費
と
し
て
払
い
戻
し
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
支
給
対
象
と
な

る
一
か
月
あ
た
り
の
負
担
限
度
額

は
次
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

40,200円
72,300円+（実際の医療
費－361,500円）×1％
（40,200円）

12,000円 40,200円

8,000円

24,600円

15,000円

一定所得以上者

一　　　般

Ⅱ　
（住民税非課税の
世帯に属する方）

低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
）

Ⅰ　
（Ⅱのうち所得が
一定の基準に満た
ない方）

外来限度額
（個人ごと）

入院及び世帯の

限度額

〈備考〉・金額は１月当たりの限度額

・（ ）内の額は、多数該当の場合（４回以降）

・長期高額疾病については、自己負担限度額は１万円となります。

Ａ

Ａ

Ａ

「介護保険制度について」
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

福
士
　
健
造
（
78
歳
）
３
月
13
日

三
　
豊

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

佐
野
　
晶
斗

あ
き
と

康
彦
／
奈
緒
美

２
月
17
日
古
丹
別

越
後
　
　
温は

る

和
己
／
瑠
衣
２
月
19
日
苫
　
前

杉
本
　
七
海

な
な
み

晃
典
／
里
香
２
月
26
日
古
丹
別

長男長男長女

濱
　
野
　
広
　
和
（
栄
　
浜
）
佐
　
藤
　
由
　
香
（

旭
　
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

苫前町の交通事故情報
平成18年２月末現在

交通事故死ゼロ日数は

２月28日現在で668日

発生件数

４件

死者数

０人

負傷者数

５人

【
国
民
年
金
保
険
料
】

◇
保
険
料
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
平
成
十
九

年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を

月
二
八
〇
円
引
き
上
げ
、月
額
一
三
、

八
六
〇
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
ま
で
毎
年

度
月
額
二
八
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

最
終
的
に
は
一
六
、
九
〇
〇
円
と
な

る
予
定
で
す
。
こ
れ
は
、
年
金
を
支

え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
で
す
。

基
礎
年
金
額
の
３
分
の
１
（
将
来

は
２
分
の
１
）
は
国
庫
負
担
で
す
。

今
後
も
保
険
料
の
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
国
庫
負
担
が
あ
る
こ

と
で
、
若
者
で
あ
っ
て
も
平
均
的
に

納
付
し
た
額
の
一
・
七
倍
以
上
の
年

金
が
受
け
取
れ
る
計
算
と
な
り
ま

す
。

◇
ご
存
知
で
す
か
？

学
生
納
付
特
例
制
度
！

若
年
者
年
金
納
付
猶
予
制
度
！

二
〇
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正
が
、
順
次
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
八
年
四
月
か

ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。ま

せ
ん
。
収
入
が
少
な
く
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
三
〇
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
と
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
以
下
の

場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保

険
料
が
未
納
の
ま
ま
だ
と
、
不
慮
の

事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
学
生
納
付

特
例
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
、

役
場
町
民
課
住
民
係
へ
申
請
し
て
下

さ
い
。
な
お
、
学
生
の
方
は
学
生
証

を
ご
持
参
下
さ
い
。

【
年
金
給
付
】

◇
平
成
十
八
年
度
の

年
金
額
は
〇
・
三
％
引
き
下
げ

平
成
十
七
年
度
の
年
平
均
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
、
対
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
〇
・
三
　
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
十
八
年
度
の
年
金
額
は
、
前
年

度
よ
り
〇
・
三
　
少
な
い
額
と
な
り

ま
す
。

満
額
の
老
礎
年
金
の
場
合
、
月
額

二
〇
〇
円
ほ
ど
引
き
下
げ
に
な
り
ま

す
。
平
成
十
八
年
四
月
分
か
ら
新
し

い
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
六
月

の
定
期
支
払
（
四
月
及
び
五
月
分
）

か
ら
年
金
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

◇
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
　

等
が
併
せ
て
受
給
で
き
る

障
害
を
持
ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
厚

生
年
金
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、

併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合

は
、
選
択
申
出
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
・
照
会
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ

（
年
金
被
保
険
者
用
）

電
話
〇
五
七
〇
―
〇
五
―
一
一
六
五

（
年
金
受
給
者
用
）

電
話
〇
五
七
〇
―
〇
七
―
一
一
六
五

ま
た
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
・
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
！

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/

年
金
制
度
が
変
わ
り
ま
す

マ
イ
プ
ラ
ン
し
っ
か
り
国
民
年
金

北海道や市町村の消費生活相談体制の充
実・強化を図るため、４月１日より消費生活
相談窓口は次のとおりとなります。

◆道立消費生活センター
相談電話回線を増設し、法律等の専門家
（苦情処理専門員）を増員します。
４月から相談電話番号が変わります。

電話：０５０－７５０５－０９９９

受付時間：午前９時から午後４時３０分
（土・日・祝日・年末年始は除く）

住　　所：札幌市中央区北３条西７丁目
道庁別館西棟２Ｆ

◆各支庁相談所相談員の役割見直し
石狩支庁を除く１３支庁に消費生活相談推
進員を配置し、市町村の相談処理への助
言・支援を行い、これまでの相談にも対応
します。

【お問合せ先】
留萌支庁環境生活課道民生活係

０１６４－４２－８４３０（直通)

消費生活相談体制の強化

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
宮
　
本
　
貞
　
博
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
三
渓
渓
友
会
）

○
三
　
渓
　
神
　
永
　
重
　
道
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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行
政
相
談
委
員
は
、
社
会
的
な
信

望
が
あ
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ

い
て
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
民
間
有

識
者
の
中
か
ら
総
務
大
臣
が
委
嘱
す

る
も
の
で
、
皆
様
の
身
近
な
相
談
相

手
と
し
て
、
相
談
を
受
け
、
助
言
や

関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を
行

う
無
報
酬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

国
の
行
政
機
関
や
特
殊
法
人
の
仕

事
、
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◇
苦
情
が
あ
る
。
困
っ
て
い
る
。

◇
こ
う
し
て
ほ
し
い
。

◇
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措

置
に
納
得
が
い
か
な
い
。

◇
苦
情
や
悩
み
ご
と
を
ど
こ
へ
相
談

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

◇
制
度
の
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
。

な
ど
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
秘
密
は
、
厳

守
い
た
し
ま
す
。

苫
前
町
の
行
政
相
談
委
員
は

小
田
雅
彦
さ
ん
で
す
。

住
所
　
字
古
丹
別

電
話
　
六
五
―
三
九
五
〇

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

道では、効率的な事業推進と迅速な道政情
報の発信を目指し、平成１８年度から広報誌
「ほっかいどう」の発行をこれまでの冊子か
らタブロイド判に変更し、年６回新聞折込に
より皆さんのご自宅にお届けします。
また、公共施設や金融機関、郵便局など地
域の身近な施設へも備えることとしておりま
すが、ご覧になれない方へは無料で郵送しま
すので、希望される方は下記までご連絡願い
ます。（新広報誌の第１号は５月１日発行予定です）
＜連絡先＞
北海道知事政策部知事室広報広聴課
電話０１１－２０４－５１１０

18年度の広報誌「ほっかいどう」

タブロイド判で新聞折込に！

こ
ん
な
と
き

行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い

雪
解
け
と
と
も
に
、
多
く
の
山
菜

愛
好
者
が
、
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
タ
ケ

ノ
コ
等
の
山
菜
採
り
の
た
め
入
山

し
、
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
へ
転
落
す

る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
す
る
と
そ

こ
に
事
故
の
「
落
と
し
穴
」
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
ず
、
山
菜
取
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

【
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
】

○
一
人
で
は
山
菜
採
り
に
行
か
な
い
。

○
家
族
に
は
必
ず
行
き
先
と
帰
る
時
　

間
を
知
ら
せ
る
。

○
仲
間
と
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
ラ
　

ジ
オ
を
鳴
ら
す
な
ど
、
絶
え
ず
位
　

置
を
知
ら
せ
る
。

○
歩
い
た
場
所
が
わ
か
る
よ
う
に
、

テ
ー
プ
等
で
目
印
を
付
け
る
。

○
目
立
つ
服
装
を
し
、
笛
や
雨
具
等
　

を
携
帯
す
る
。

○
熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
、
熊
の
　

痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
引
き
返
す
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

平
成
十
六
年
九
月
、
国
民
保
護
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
保
護
と

は
、
法
律
に
基
づ
き
外
国
か
ら
武
力

攻
撃
を
受
け
た
場
合
や
大
規
模
テ
ロ

等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
国
や
道
、

市
町
村
等
が
住
民
の
生
命
、
身
体
及

び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。道

で
は
、
万
が
一
、
こ
う
し
た
事

態
が
発
生
し
た
場
合
の
住
民
の
避
難

や
救
済
、
被
害
の
最
小
化
な
ど
を
行

う
た
め
「
北
海
道
国
民
保
護
計
画
」

を
本
年
一
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
と
と
も
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
町
村
に
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
室

電
話
〇
一
一
―
二
三
一
―
四
一
一
一

（
内
線
二
二
―
五
九
三
）

北
海
道
国
民
保
護
計
画
を
策
定

今回のお話は、「前線の豆知識」です。
前線といっても、天気予報で使う温暖
前線・寒冷前線の類いではなく、桜や紅
葉といった前線の話です。
先ずは春から夏に向って、平均気温が
10℃になる５月上旬頃に「桜前線」が北
上して来ます。留萌の桜の開花の平年は
５月11日となっています。
次に、平均気温が13℃以上になれば、
散歩等の軽い筋肉運動に快適ということ
で、５月下旬頃に「行楽前線」がやって
来ます。平均気温が20℃以上になれば、
「観光前線」と「ビール前線」がやって
来ます。留萌・羽幌では7月下旬頃です。
次は、秋から冬に向ってです。最低気
温が、８℃以下になると紅葉が始まり、
９月下旬に「紅葉前線」が南下します。
平均気温が12℃以下で寒さを感じはじ
め、ストーブを焚くようになり、「暖房
前線」が10月上旬にやって来ます。
気象台で観測したデータは、ホームペ
ージを通してみることが出来ますので、
何前線が近づいているか、ホームページ
をみてはいかがでしょうか。

旭川地方気象台ホームページアドレス
http://sapporo-jma.go.jp/ah/
asahika/web/asa-index.html
問い合わせ先
旭川地方気象台防災業務課
電話：０１６６―３２―７１０２

気象台一口メモ

「前線の豆知識」

納期内納入にご協力願います。

４月 町税の納期

今月は、
軽自動車税
の納入月です。



広報とままえ　４月号 26頁

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
伴
い
、

こ
の
４
月
号
が
最
後
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。
二
年
九
か
月
と
短
い

間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
た
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
情
報
提
供
や
取
材
等
に
、

快
く
応
じ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

間
、
三
十
三
号
の
発
行
を
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
氏
名
の
間
違
い
や

誤
字
な
ど
も
あ
り
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
記
事
内
容
に
つ
い

て
は
、
出
来
る
だ
け
町
民
の
皆
様

の
顔
が
分
か
る
、
そ
し
て
、
生
活

が
伝
わ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け

て
お
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
か
、
自
問
自
答
す

る
日
々
で
し
た
。
次
号
か
ら
は
、

次
の
担
当
者
が
紙
面
構
成
し
、
発

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の
保育所（園）や小中学校
の園児や児童生徒の作品
を紹介します。ひとりで
も多くの作品を紹介した
いと思っています。
５月号の予定は古丹別中
学校の生徒のみなさんで
す。

苫前小学校児童の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『オロロンちょう
の鳥』

色のちょうせ
つが、難しか
ったです。簡
単だったのは、
鳥を書くこと
でした。

３年

岸　　仁美さん

『おてがみを
よんで』

がま君がベットの
中で、てがみをま
っています。かえ
るのベットが気に
入っています。

２年

嶋崎　空都くん

『ひな人形の
かざり』

おひな様の
せんすと、
おだいり様
の顔が、う
まくできま
した。

２年

田中　翔貴くん

『へんな顔』

うまく、ほっぺをひ
っぱっているように
出来ました。

５年

川村　　巧くん

『はたけのいぬ』

うまくできたところ
は、色をぬるところ
です。

３年

津田　　志さん

『おおきいちょう
がいる』

春のイメージで書
きました。

４年

伊藤　未来さん

『空を見ている鳥』

一番うまくいった
ところは、鳥の羽
です。難しかった
のは、テープを切
ることでした。

４年

北村　拓磨くん

『モンスター
ハンター』

（木製パズル）

絵がうまくか
けました。火
をはくところ
を工夫しまし
た。色をまぜ
てぬるのに苦
労しました。

６年

横内　　遼くん

風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

18年売電累計 12,467,194円
（昨年実績 10,373,017円）

平成18年２月分の実績
・供給電力量　495,850kWh 

6,221,677円
（昨年実績　6,094,571円）


